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岐阜県郡上八幡南西方のジュラ紀層にみられる

黒地性岩体と海底地すべり堆穰物

脇田浩二*

WAKITA,K句i(1983)A11ochthonousb1ocksandsubmarines1idedepositsintheJurassic

脆rmationsouthwestofG功｡-hachiman,Gi趾亙re此｡ture,centra1Japan.肋肌θ301.8舳｡

ノψω〃,vo1.34(7),p.329-3斗2.

･Ab説醐砒言TheJurassic此rmationsouthwestofGUjo-hachimaniscomposedmain1yof
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A11ochthonousb1ocksaremadeofchert,Iimesヰ｡neandgreenrocks.Theycontain

conodontsandradio1ariansindicatingvariousages丘｡mear1yPermianto1ateTriassicand

舟｡mmiddIePermiantocar1iestJurassic,respectiveIy.Therearetwotypesofgreenrocks.One

楳�楮潰�潸����楮杢���潦健��慮慧攬慮��潴�物�慥�畴楴��潴楴���楮最

�歡����潦��物慳��

Submarines1idedepositsarec1assifiedintothe危11owingthreetypes:(1)endo1isto-
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endo1istostromeareco㎜posedofo1istolithsandmatrixderived舟｡㎜sedi㎜entsofthesame
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b1ocksbecome1argerinthemidd1eandupperparts.These血｡tssuggestthatmostofthe
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termsof㎜odeofe㎜p1acemcntbys1iding.

IntheJurassicstrataoftheareaanditsenviro皿s,fromthebaseupward,coarsec1astic

sedimentsincre乳seandsubmarines1idingtheyhaveundergonebecomes1essintense｡

1.はじめに

最近,美濃帯の各地からジュラ紀放散虫の産出が続々

と報告され(YA0,i979;YA0仙1.,1980;八尾･松岡,

1981;八尾ほか,1982;水谷,1981;MIzUTANI仙1.,

1981;水谷りト池,呈982;足立,1982;服部･吉村,

1982;木戸,1982;木戸ほか,1982;小嶋,1982;脇田,

1982;脇田｡岡村,1982;吉村ほか,1982),その結果,

美濃帯にはジュラ紀層が広く分布していることが明らか

になった.従来報告されていた石炭紀｡二畳紀の紡錘虫

(藤本ほか,1962など)や二畳紀･三畳紀のコノドント

(KoIKE舳1.,1971;猪郷,1979など)を含む石灰岩

*地質部

やチャｰトの岩体の多くは,このジュラ紀層の広がりの

中に分布している.そこでジュラ紀層と石炭紀一三畳紀

の岩体との関係を明確にすることが,美濃帯の地層群を

研究する上で重要になって来た1

筆者は1977年以来,美濃帯北部に位置する岐阜県郡上

郡八幡町(以下,郡上八幡)周辺の地質調査を行ない,岩

相及ぴ放散虫･コノドントによる層序の検討を進めてき

た.その過程で,郡上八幡北方に,石炭紀から三畳紀ま

でのいろいろな時代の黒地性岩体を含む砂岩の優勢なジ

ュラ紀層が分布していることを明らかにした(脇田面岡

村,1982).更に,郡上八幡南西方地域から福井県九頭

竜川最上流地域にかけて分布する地層群に中期ジュラ紀

放散虫が産することを報告した(脇田,1982).

本報告では,岐阜県郡上郡八幡町南部から同県武儀郡
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岐阜県郡上八幡南西方のジュラ紀暦にみられる

異地性岩体と海底地すべり堆積物

脇　田　浩　二＊

WAKITA，Kqji（1983）Allochthonous　blocks　and　submarine　slide　deposits　in　the　Jurassic

　　　fbrmation　southwest　ofG両o－hachiman，GifU　Prefヒcture，central　Japan．β認060乙3初γ∂．

　　　」ψαn，voL34（7），P・329－342．

、A昼》醜臨c電8The　Jurassic　fbrmation　southwest　of　G吋o－hachiman　is　composed　mainly　of

allochthonous　blocks　and　submarine　slide　deposits，accompanied　by　sandstone　and　Iaminated

black　shale．

　　　Allochthonous　blocks　are　made　of　chert，Iimes隻one　and　green　rocks。They　contain

conodonts　and　radiolarians　indicating　various　ages貸om　early　Permian　to　late　Triassic　and

倉om　middle　Permian　to　earliest　Jurassic，respectively．There　are　two　types　ofgreen　rocks。One

is　clinopyroxene－bearing　balsalt　of　Permian　age，and　the　other　is　kaersutite－biotite－bearing

alkali　basalt　of　the　Triassic．

　　　Subma血e　slide　deposits　are　classi且ed　into　the　fbllowing　three　types：（1）endolisto－

strome　I　in　which　the　original　sedimentary　structures　are　preserved　to　varing　degrees，（2）

endolistoきtrome　IHn　which　the　original　sedimentary　structures　are　lost，（these　two　types　of

endolistostrome　are　composed　of　olistoliths　and　matrix　derived　fヒom　sediments　of　the　same

basin），and（3）allolistostrome　which　is　characterized　by　the　olistoliths　ofthe　older　rocks。

　　　Endolistostrome　II　and　allolistostrome　are　common　in　the　lower　part　of　the　Jurassic

formation　of　this　area，while　endolistostrome重，together　with　laminated　black　shale　of　nom乱l

deposition，is　dominant　in　the　middle　and　upper　parts．On　the　other　hand，allochthonous

blocks　become　larger　in　the　middle　and　upper　parts。These魚cts　suggest　that　most　of　the

allochthonous　blocks　in　the　middle　and　upper　parts　are　independent　of　the　olistostromes　in

terms　ofmode　ofemplacement　by　sliding・

　　　　In　the　Jurassic　strata　ofthe　area　and　its　environs，from　the　base　upward，coarse　clastic

sediments　increase　and　submarine　sliding　they　have　undergone　becomes　less　intense．

1．はじめに

　最近，美濃帯の各地からジュラ紀放散虫の産出が続々

と報告され（YAo，19791YAo8孟α」。，19801八尾・松岡，

19811八尾ほか，19821水谷，19811MIzuTANI6渉αZ．，

1981；水谷・小池，墨9821足立，1982三服部・吉村，

19821木戸，19821木戸ほか，19823小嶋，19821脇田，

19821脇田・岡村，19821吉村ほか，1982）．その結果，

美濃帯にはジュラ紀層が広く分布していることが明らか

になった，従来報告されていた石炭紀・二畳紀の紡錘虫

（藤本ほか，1962など）や二畳紀・三畳紀のコノドント

（KoIKE8≠α」。，19711猪郷，1979など）を含む石灰岩

＊地質部

やチャートの岩体の多くは，このジュラ紀層の広がりの

中に分布している．そこでジュラ紀層と石炭紀一三畳紀

の岩体との関係を明確にすることが，美濃帯の地層群を

研究する上で重要になって来た1

　筆者は1977年以来，美濃帯北部に位置する岐阜県郡上

郡八幡町（以下，郡上八幡）周辺の地質調査を行ない，岩

相及び放散虫・コノドントによる層序の検討を進めてき

た．その過程で，郡上八幡北方に，石炭紀から三畳紀ま

でのいろいろな時代の異地性岩体を含む砂岩の優勢なジ

ュラ紀層が分布していることを明らかにした（脇田・岡

村，1982）．更に，郡上八幡南西方地域から福井県九頭

竜川最上流地域にかけて分布する地層群に中期ジュラ紀

放散虫が産することを報告した（脇田，1982）．

　本報告では，岐阜県郡上郡八幡町南部から同県武儀郡
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板取村南部にまたがる郡上八幡南西方地域(第1図)に分

布するジュラ紀層について,黒地性岩体と海底地すべり

堆積物を中心に報告する.

名古屋大学水谷伸治郎教授には本報告をまとめるにあ

たって有益な御教示をいただいた.地質調査所田中啓策

技官は本報告の原稿に目を通し,丁寧に御指導下さっ

た.又,同所山岡直利･牧本博両技官には薄片の一部を

見ていただいた.更に二1ノドントの鑑定には同所吉田尚

技官を煩わし,海底地すべり堆積物･コノドントについ

て同所酒井彰技官より有益な御意見をいただいた.以上

の方々に厚く御礼申し上げる.

2.地質概説

郡上八幡南西方地域には,後期白亜紀の酸性火山岩類

(棚瀬,1982)に不整合に覆われ,泥岩･砂岩･チャｰト

を主体とし,石灰岩｡緑色岩類･珪質頁岩を伴う地層が

広く分布している(第1図).

この先後期白亜系については,これまでKANUMA

(1958),YosHIDA(1972)及び猪郷(1979)による層序･地

質構造に関する研究,脇閏(1982)の放散虫による生層序

学的研究がある.これらの研究を通じて,この先後期白

亜系の地質時代は次第に明らかにされて来た.KANUMA

(1958),YOsHIDA(1972)は,石灰岩中に含まれる紡錘

虫によって本地域の地層を二畳系とみなしたが,猪郷

(1979)が本地域東部のチャｰト｡石灰岩から二畳･三畳

紀のコノドントの産出を報告したことによって三畳系の

存在も明らかになった.猪郷(1979)は,更に,本地域東

部の地層の一部に,前期二畳紀後期から後期三畳紀に及

ぶ時代の異なる礫が混在するオリストストロｰムを報告

し,ジュラ紀以降の堆積物の存在を指摘した.その後,

脇田(1982)は,本地域及びその周辺の地層中のいろいろ

な層準の珪質頁岩及び珪質頁岩に挟在するマンガン炭酸

塩団塊中から中期ジュラ紀の放散虫を報告レた.その結

果,ジュラ系は,猪郷(1979)が指摘した地域のみならず,

郡上八幡南西方地域全域に広く分布することが明らかに

なった.

本地域のジュラ紀層は,主として黒地性岩体とそれを

取り囲む泥岩優勢層からなる.黒地性岩体は,チャｰト

･石灰岩及びそれらを密接に伴う緑色岩類からなり1〕,

チャｰト0石灰岩は,しばしば前期二畳紀後期一前期ジ

ュラ紀の化石を産出する.泥岩優勢層は,主として海底

地すべり堆積物からなり,平行ラミナを有し剥離性のあ

1)脇田(1982)カミ述べているように珪質頁岩も黒地性岩体である可能

性があるが,砂岩･泥岩の堆積時代が不明であるため,本報告で

は,珪質頁岩は黒地性岩体に含め狂い.

る正常堆積の泥岩を伴う.泥岩優勢層の間には,砂岩優

勢な砂岩泥岩互層,粗粒砂岩層が数層準に挟まれる.粗

粒砂岩層及び砂岩優勢互層の一部は正常堆積層である

が,砂岩優勢互層はしばしば海底地すべりによる変形を

うけている.

砂岩優勢な砂岩泥岩互層の各単層の厚さは,砂岩で5-

60cm,泥岩で1一;0cmである.粗粒砂岩層は,しばし

ば小泥岩片を有する粗粒塊状砂岩カミ大半を占め,まれに

1-2mの厚さの黒色泥岩や数mの厚さの砂岩泥岩互層を

挟む.粗粒砂岩には一般に塊状であるが,粥川の西方に

は平行ラミナが発達する粗粒砂岩層がある(第1図).ま

た,郡上八幡の西から宇留良にかけて,直径0.5-2cm

(まれに10cm)のチャｰト角礫を含む粗粒砂岩層が分布

している.これらの砂岩泥岩互層や粗粒砂岩層は,走向

方向で厚さの変化はあるが,比較的よく連続し,本地域

では鍵層として有効である.

本地域のジュラ紀層は,全体として北東一南西の走向

をもち,北西もしくは南東へ60｡以上の角度で急傾斜し

ている.本地域の南東部には,軸が東西方向で西ヘブ

ランジした半波長2kmの背斜｡向斜がみられる(第1

図).正常堆積の砂岩泥岩互層や泥岩優勢層中の海底地

すべりによる変形が弱い砂岩層において,級化層理やク

ロスラミナなどの堆積構準から地層の上下判定を行なう

と･大判ヰ北西側カミ上位である｡しかし･まれに南東上

位の地層もみられ,一部に小摺曲の存在が推定される.

3.黒地性岩体と海底地すべり堆積物

異地性岩体と海底地すべり堆積物は,本地域における

最も特徴的な岩相であるので,以下に詳しく述べる､

3.1黒地性岩体

本報告でいう黒地性岩体とは,走向方向への連続が概

して悪く,より新しい時代の砕屑岩類中に孤立して存在

する岩体で,その大きさは長径2)20m-15km,厚さ5-

1000mである.本地域の黒地性岩体はチャｰト,石灰岩

及び緑色岩類からなり,チャｰトや石灰岩からはしばし

ば前期ジュラ紀以前の化石を産する.黒地性岩体と周囲

の地層との接触関係を確認できる露頭は極めて少ない

が,観察した限りでは両者の間に顕著な断層はなく,ま

れながら明らかに堆積接触関係を示す場合もある(P1ate

㈬�朮��

従来,海底地すべりによってもたらされた黒地性岩

体に対してオリストリスという用語が用いられている

(ABBATE功α1.,1970など).しかし,オリストリスはオ

リストストロｰムに含まれる岩塊として用いられること

2)地表上に現れた形での長径.

一330一�

地質調査所月報（第34巻第7号）

板取村南部にまたがる郡上八幡南西方地域（第1図）に分

布するジュラ紀層について，異地性岩体と海底地すべり

堆積物を中心に報告する．

　名古屋大学水谷伸治郎教授には本報告をまとめるにあ

たって有益な御教示をいただいた．地質調査所田中啓策

技官は本報告の原稿に目を通し，丁寧に御指導下さっ

た．又，同所山田直利・牧本博両技官には薄片の一部を

見てい’ただいた．更にコノドントの鑑定には同所吉田尚

技官を煩わし，海底地すべり堆積物・コノドントについ

て同所酒井彰技官より有益な御意見をいただいた．以上

の方々に厚く御礼申し上げる．

2．地質概説
郡上八幡南西方地域には，後期白亜紀の酸性火山岩類

（棚瀬，1982）に不整合に覆われ，泥岩・砂岩・チャート

を主体とし，石灰岩・緑色岩類・珪質頁岩を伴う地層が

広く分布している（第1図）．

　この先後期白亜系については，これまでKANUMA

（1958），YosHIDA（1972）及び猪郷（1979）による層序・地

質構造に関する研究，脇田（1982）の放散虫による生層序

学的研究がある．これらの研究を通じて，この先後期白

亜系の地質時代は次第に明らかにされて来た．KANUMA

（1958），YosHIDA（1972）は，石灰岩中に含まれる紡錘

虫によって本地域の地層を二畳系とみなしたが，猪郷

（1979）が本地域東部のチャート・石灰岩から二畳・三畳

紀のコノドントの産出を報告したことによって三畳系の

存在も明らかになった．猪郷（1979）は，更に，本地域東

部の地層の一部に，前期二畳紀後期から後期三畳紀に及

ぶ時代の異なる礫が混在するオリストストロームを報告

し，ジュラ紀以降の堆積物の存在を指摘した．その後，

脇田（1982）は，本地域及びその周辺の地層中のいろいろ

な層準の珪質頁岩及び珪質頁岩に挟在するマンガン炭酸

塩団塊中から中期ジュラ紀の放散虫を報告レた．その結

果，ジュラ系は，猪郷（1979）が指摘した地域のみならず，

郡上八幡南西方地域全域に広く分布することが明らかに

なった．

　本地域のジュラ紀層は，主として異地性岩体とそれを

取り囲む泥岩優勢層からなる．異地性岩体は，チャート

・石灰岩及びそれらを密接に伴う緑色岩類からなり1），

チャート・石灰岩は，しばしば前期二畳紀後期一前期ジ

ュラ紀の化石を産出する．泥岩優勢層は，主として海底

地すべり堆積物からなり，平行ラミナを有し剥離性のあ

1）脇田（1982）が述べてV・るように珪質頁岩も異地性岩体である可能

　性があるが，砂岩・泥岩の堆積時代が不明であるため，本報告で

　は，珪質頁岩は異地性岩体に含めない．

る正常堆積の泥岩を伴う．泥岩優勢層の間には，砂岩優

勢な砂岩泥岩互層，粗粒砂岩層が数層準に挟まれる．粗

粒砂岩層及び砂岩優勢互層の一部は正常堆積層である

が，砂岩優勢互層はしばしぱ海底地すべりによる変形を

うけている．

砂岩優勢な砂岩泥岩互層の各単層の厚さは，砂岩で5－

60cm，泥岩で140cmである．粗粒砂岩層は，しばし

ば小泥岩片を有する粗粒塊状砂岩が大半を占め，まれに

1－2mの厚さの黒色泥岩や数mの厚さの砂岩泥岩互層を

挟む．粗粒砂岩には一般に塊状であるが，粥川の西方に

は平行ラミナが発達する粗粒砂岩層がある（第1図）．ま

た，郡上八幡の西から宇留良にかけて，直径0・5－2cm

（まれに10cm）のチャート角礫を含む粗粒砂岩層が分布

している．これらの砂岩泥岩互層や粗粒砂岩層は，走向

方向で厚さの変化はあるが，比較的よく連続し，本地域

では鍵層として有効である。

　本地域のジュラ紀層は，全体として北東一南西の走向

をもち，北西もしくは南東へ60。以上の角度で急傾斜し

ている．本地域の南東部には，軸が東西方向で西ヘプ

ランジした半波長2kmの背斜・向斜がみられる（第1

図）．正常堆積の砂岩泥岩互層や泥岩優勢層中の海底地

すべりによる変形が弱い砂岩層において，級化層理やク

ロスラミナなどの堆積構輩から地層の上下判定を行なう

と，大半は北西側が上位である．しかし，まれに南東上

位の地層もみられ，一部に小摺曲の存在が推定される．

3．　異地性岩体と海底地すべり堆積物

異地性岩体と海底地すべり堆積物は，本地域における

最も特徴的な岩相であるので，以下に詳しく述べる．

　3．1異地性岩体

　本報告でいう異地性岩体とは，走向方向への連続が概

して悪く，より新しい時代の砕屑岩類中に孤立して存在

する岩体で，その大きさは長径2）20m－15km，厚さ5－

1000mである．本地域の異地性岩体はチャート，石灰岩

及び緑色岩類からなり，チャートや石灰岩からはしばし

ば前期ジュラ紀以前の化石を産する．異地性岩体と周囲

の地層との接触関係を確認できる露頭は極めて少ない

が，観察した限りでは両者の間に顕著な断層はなく，ま

れながら明らかに堆積接触関係を示す場合もある（Plate

2，Fig．4）．

　従来，海底地すべりによってもたらされた異地性岩

体に対してオリストリスという用語が用いられている

（ABBATE6麺」。，1970など）．しかし，オリストリスはオ

リストストロームに含まれる岩塊として用いられること

2）地表上に現れた形での長径．
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岐阜県郡上八幡南西方のジュラ紀層にみられる黒地性岩体と海底地すべり堆積物(脇田浩二)

が多いので,本地域の黒地性岩体のようにしばしば長径

数km以上にも達し,オリストストロｰムとは独立に移

動して来たと考えられる岩体を含む場合には,オリスト

リスという用語は混乱を招きやすい.したがって,本報

告では基質とともにオリストストロｰムを構成する岩塊

をのみオリストリスと呼び,オリストストロｰムと同時

に移動して来たかどうかはっきりしない黒地性岩体とは

区別して用いる.

長径20m未満｡厚さ5m未満の岩塊は,黒地性岩体

と異なり,それを囲む堆積物との関係が露頭で観察でき

る場合が多い.主に砂岩やチャｰトからなり,その多く

はオリストストロｰム中のオリストリスである.しか

し,まれに正常堆積の泥岩や砂岩にもみられる.本報告

では記載の便宜上,このような岩塊を礫と呼ぶことにす

る.

3.i､一異地性岩体の産状と岩質

異地性岩体は,チャｰト,石灰岩,緑色岩類及びその

組合せで構成される.このうちチャｰトのみからなる岩

体とチャｰトを主体とする岩体が,本地域の黒地性岩体

の大半を占め,石灰岩や緑色岩類の単独岩体及びそれら

を主体とする岩体は非常に少ない.

チャｰトは,多くの場合単独で岩体を構成する.厚い

チャｰト岩体の一部には,白色のチャｰトと白色の石灰

岩が厚さ約5-50cmの単位で繰り返す互層が挟在するこ

とがある.このような互層には,チャｰトが優勢なもの

と石灰岩が優勢なものとがあり,ときにスランプ摺曲を

したものやチャｰトがレンズ状に寸断され,石灰岩中に

点在しているものも存在する.このようなチャｰト石灰

岩互層は･厚いチャｰト層に挟在するばかりでなく,単

独で黒地性岩体を構成したり,比較的厚い石灰岩を伴う

こともある.厚さ150mのチャｰト中に厚さ10m以下

の塩基性凝灰岩を挟むチャｰト岩体もある.

本地域においては,厚い緑色岩類が3岩体にみられ,

第1図に示すように,これらをそれぞれA,B,C岩体と

した.A･B両岩体は,緑色岩類を主とし,ともに厚さ

5-150mのチャｰト層,厚さ5-250mの石灰岩層を挟有

する､C岩体は,厚さがともに約500mのチャｰト層と

緑色岩類(厚さ10-50cmとチャｰトレンズ,厚さ5-75m

のチャ』ト層,厚さ15-50mのチャｰト石灰岩互層,厚

さ10-20mの石灰岩層を挟有する)からなっている.

黒地性岩体の規模は,構成岩石によって異なる.チャ

ｰトのみ,もしくはほとんどチャ』トで構成されるチャ

ｰト岩体は,長径20-3000m,厚さ5-800mと変化に富

んでいる.厚い緑色岩類を伴うA,B及びC岩体は,い

ずれも長径3-15km,厚さ400-1000mの大規模なもの

である.一方,チャｰト石灰岩互層単独,比較的厚い石

灰岩を伴うチャｰト石灰岩互層,石灰岩単独,緑色岩単

独及び緑色岩類と石灰岩で構成される黒地性岩体は,長

径20-1500m,厚さ5-300mである.

チャｰトは,珪質部がおのおの2-10cm,泥質の挟み

が1C皿以下の層状チャｰトで灰色,白色,赤色,緑色

その他様々な色を呈する.よく磨かれた露頭では,級化

層理や底痕が観察できることがある.しばしば,いろい

ろなタイ･プの層内榴曲をしており,きつく閉じた摺曲を

した地層には,レンズ化したチャｰトからなるものもあ

る.

石灰岩は,白色,灰色,暗灰色を呈し,一般に塊状

で,ときどき紡錘虫やコノドントを産する.ほとんど微

晶質の方解石からなる石灰岩は少なく,一般に一部もし

くは全部カミ結晶質である.鏡下においては,しばしばド

ロマイトの結晶が見られ,ときには50%以上がドロマイ

トからなる苦灰岩も存在するが,本報告では,特に断ら

ない限りこれらも含めて石灰岩として扱う.石灰岩の中

には石灰岩礫のみからなる角礫岩も存在する.

緑色岩類は,一般に新鮮なものは暗灰色で,露頭では

やや緑がかっており,まれに暗赤褐色を呈することがあ

る.塊状もしくは枕状の溶岩が多く,凝灰角礫岩や凝灰

岩を伴っている.まれに,凝灰岩中に10cm以下の石灰

岩角礫を沢山含む手とがある.巨大異地性岩体A,B及

びC(第1図)の緑色岩類について,顕微鏡観察を行なっ

た結果,A,B岩体の8サンプルはすべて単斜輝石を含

む玄武岩であり,C岩体の2サンプルはともにケノレスｰ

ト閃石･黒雲母を含むアノレカリ玄武岩であった.

3■･2黒地性岩体の産出化石と地質時代

本地域の黒地性岩体の石灰岩からKANUMA(1958)が中

期二畳紀の紡錘虫の産出を,チャｰト｡石灰岩から猪郷

(1979)が前期二畳紀後期一後期三畳紀のコノドントの産

出を報告している.今回,黒地性岩体のチャｰトから第

1表に示した中期二畳紀から後期三畳紀のコノドントと

中期二畳紀一最前期ジュラ紀の放散虫を抽出した(P1ate

W-V皿).これらの化石の産出地点は第2図に,産出地点

付近のルｰトマップは,第3図に示した､第2図には,

今回抽出した化石のほか,KANUMA(1958)｡猪廊(1979)

カミ報告した化石や脇田(1982)が報告した中期ジュラ紀の

放散虫の産出地点も示してある.このほかにKANUMA

(1958)は八幡町千虎付近のチャｰトに挟まれる石灰岩から

ル05曲αg加刎吻ψo閉伽,17〃伽肋伽鮒ろ33肋の産出を報告

しているが,産出場所がはっきりしていない.

チャｰトから抽出した放散虫｡コノドントの主なもの

は第1表に示してあるが,以下これらに基づき黒地性岩

�㌱�

岐阜県郡上八幡南西方のジュラ紀層にみられる異地性岩体と海底地すべり堆積物（脇閏浩二）

が多いので，本地域の異地性岩体のようにしばしば長径

数km以上にも達し，オリストストロームとは独立に移

動して来たと考えられる岩体を含む場合には，オリスト

リスという用語は混乱を招きやすい．したがって，本報

告では基質とともにオリストストロームを構成する岩塊

をのみオリストリスと呼び，オリストストロームと同時

に移動して来たかどうかはっきりしない異地性岩体とは

区別して用いる．

　長径20m未満・厚さ5m未満の岩塊は，異地性岩体

と異なり，それを囲む堆積物との関係が露頭で観察でき

る場合が多い．主に砂岩やチャートからなり，その多く

はオリストストローム中のオリストリスである．しか

し，まれに正常堆積の泥岩や砂岩にもみられる．本報告

では記載の便宜上，このような岩塊を礫と呼ぶことにす

る．

　3．1・1異地性岩体の産状と岩質

　異地性岩体は，チャート，石灰岩，緑色岩類及びその

組合せで構成される．このうちチャートのみからなる岩

体とチャートを主体とする岩体が，本地域の異地性岩体

の大半を占め，石灰岩や緑色岩類の単独岩体及びそれら

を主体とする岩体は非常に少ない．

　チャートは，多くの揚合単独で岩体を構成する．厚い

チャート岩体の一部には，白色のチャートと白色の石灰

岩が厚さ約5－50cmの単位で繰り返す互層が挟在するこ

とがある．このような互層には，チャートが優勢なもの

と石灰岩が優勢なものとがあり，ときにスランプ摺曲を

したものやチャートがレンズ状に寸断され，石灰岩中に

点在しているものも存在する．このようなチャート石灰

岩互層は，厚いチャート層に挟在するばかりでなく，単

独で異地性岩体を構成したり，比較的厚い石灰岩を伴う

こともある．厚さ150mのチャート中に厚さ10m以下

の塩基性凝灰岩を挟むチャート岩体もある．

　本地域においては，厚い緑色岩類が3岩体にみられ，

第1図に示すように，これらをそれぞれA，B，C岩体と

した．A・B両岩体は，緑色岩類を主とし，ともに厚さ

5－150mのチャート層，厚さ5－250mの石灰岩層を挟有

する，C岩体は，厚さがともに約500mのチャート層と

緑色岩類（厚さ10－50cmとチャートレンズ，厚さ5－75m

のチャート層，厚さ15－50mのチャート石灰岩互層，厚

さ10－20mの石灰岩層を挟有する）からなっている．

　異地性岩体の規模は，構成岩石によって異なる．チャ

ートのみ，もしくはほとんどチャートで構成されるチャ

ート岩体は，長径20－3000m，厚さ5－800mと変化に富

んでいる。厚い緑色岩類を伴うA，B及びC岩体は，い

ずれも長径3－15km，厚さ400－1000mの大規模なもの

である．一方，チャート石灰岩互層単独，比較的厚い石

灰岩を伴うチャート石灰岩互層，石灰岩単独，緑色岩単

独及び緑色岩類と石灰岩で構成される異地性岩体は，長

径20－1500m，厚さ5－300mである．

　チャートは，珪質部がおのおの2－10cm，泥質の挟み

が1cm以下の層状チャートで灰色，白色，赤色，緑色

その他様々な色を呈する．よく磨かれた露頭では，級化

層理や底痕が観察できることがある．しばしば，いろい

ろなタイ・プの層内摺曲をしており，きつく閉じた摺曲を

した地層には，レンズ化したチャートからなるものもあ

る．

　石灰岩は，白色，灰色，暗灰色を呈し・一般に塊状

で，ときどき紡錘虫やコノドントを産する．ほとんど微

晶質の方解石からなる石灰岩は少なく，一般に一部もし

くは全部が結晶質である．鏡下においては，しばしばド

ロマイトの結晶が見られシときには50％以上がドロマイ

トからなる苦灰岩も存在するが，本報告では，特に断ら

ない限りこれらも含めて石灰岩として扱う．石灰岩の中

には石灰岩礫のみからなる角礫岩も存在する．

　緑色岩類は，一般に新鮮なものは暗灰色で，露頭では

やや緑がかっており，まれに暗赤褐色を呈することがあ

る．塊状もしくは枕状の溶岩が多く，凝灰角礫岩や凝灰．

岩を伴っている．まれに・凝灰岩中に10c皿以下の石灰

岩角礫を沢山含む；とがある．巨大異地性岩体A・B及

びC（第1図〉の緑色岩類について，顕微鏡観察を行なっ

た結果，A，B岩体の8サンプルはすべて単斜輝石を含

む玄武岩であり，C岩体の2サンプルはともにケルスー

ト閃石・黒雲母を含むアルカリ玄武岩であった，

　3．1．2異地性岩体の産出化石と地質時代

　本地域の異地性岩体の石灰岩からKANUMA（1958）が中

期二畳紀の紡錘虫の産出を，チャート・石灰岩から猪郷

（1979）が前期二畳紀後期一後期三畳紀のコノドントの産

出を報告している．今回，異地性岩体のチャートから第

1表に示した中期二畳紀から後期三畳紀のコノドントと

中期二畳紀一最前期ジュラ紀の放散虫を抽出した（Plate

IV一皿）．これらの化石の産出地点は第2図に，産出地点

付近のルートマップは，第3図に示した．第2図には，

今回抽出した化石のほか，KANuMA（1958）・猪郵（1979）

が報告した化石や脇田（1982）が報告した中期ジュラ紀の

放散虫の産出地点も示してある．このほかにKANUMA

（1958）は八幡町千虎付近のチャートに挟まれる石灰岩から

漉056h襯9爾襯ηψρ吻64，7励蹴伽研厩雇の産出を報告

しているが，産出場所がはっきりしていない．

　チャートから抽出した放散虫・コノドントの主なもの

は第1表に示してあるが，以下これらに基づき異地性岩
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第1表黒地性岩体から産出した放散虫とコノドント
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　　　　　　第1表　異地性岩体から産出した放散虫とコノドント
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岐阜県郡上八幡南西方のジュラ紀層にみられる黒地性岩体と海底地すべり堆積物(脇田浩二)

第1表つづき
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体の時代を推定する.

G雌71-Aには,P5刎ゐα肋棚･"α属の放散虫を多産する

が,F･"･刎･･1ω属のものは産しない.共存するコノドン

ト}こ岳ま■犯6乃{9η切砺0"ω'η伽〃肋3ク3πηガ6〃J.00〃ゐ13〃αろカ加〃カ≡;

ある.以上から,このサンプルはIs亘IGA3㍑ム(1982b)

の月･脇ω･ω〃ω･･乃･1ω'{･鮒･0n･より古く,中期二畳紀の

後期の唖)のとみなされる.G920,G幽㊨一A及びG蝸67は

放散虫凡脇砒ω"ωを産するがル0α1あα棚3"ωを産しない

ので,IsHIGA功"1.(1982b)の肋脇ω6ω〃ωJ6乃｡1ωま{伽

･One(中期二畳紀末)に相当すると考えられる､なお,

G946-Aにはコノドントのル0go肋1θ肋あαあ606庄{を産して

いる.CLARKandBE亘NKEN(1979)によると,この種は

C･pitanian,Ama･as･i･nの地層から産しており,共存す

る放散虫の時代とよく一致する.G亙7⑪9はハ･脇〃伽"ω

∫･尻01α5伽5,灰閉肋03ω,ルω肋ξ〃θ〃αψ伽α,〃あα棚･1ω

励むをはじめ月0"･〃･〃"〃3,ル0ω""棚･"","あα棚3"切属の

諸種を多産する､これらはIsHIGA功泓(1982a,b),

TAKEMURAandNAKAsEK0(1981)が報告した後期二畳

紀の放散虫群集と類似し,IsHIGA功α1.(1982b)の

ル｡α1あα"･"切ψ伽αZ㎝e(後期二畳紀)のものと考えられ

る.

G醐6には八尾ほか(1982)が報告した.珊伽306α妙θ

sp･B,τsp.G,τsp･Hにそれぞれ類似するτsp･A,

τsp.B,τsp.Cやrsp｡･£τ伽ωθ"が含まれてお

り,その化石内容は八尾ほか(1982)の珊ω…ωψ･

伽鮒{凝集(中期三畳紀)に相当する.G蝸74もτ･p.

C£｢ゐω肋"とともに多くの珊ω306切妙3を産し,

"乃〃0功｡昭ψ伽刎･･㎜ψ〃肋を伴うことから,化石内

容はやはり上記のτ伽鮒{群集に相当する1一方,

G珊63,G脆帥は珊伽06αψ3を欠き,0切0606･sp.ま

たは0ψ舳乃0ψ0伽sp.を産することから,後期三畳

紀を示すものと考えられる.G190⑪一Aはコノドントの

助な･肋1･"αψ･･赫αを多産するので,本報告では後期三

畳紀(midd1eNorian)としたが,0o〃∂o1θ〃ωク｡砂9伽エ肋一

カ林,ル･功α砺･伽sp.など,林(1981)による層序的産

出範囲では共存しえない化石を含んでいる.

⑭蝸幽は,八尾ほか(1982)のD吻｡刎伽〃α(?)sp.C

に類似するD｡(?)sp.やア〃ゐ吻伽sp.を産し,

珊ω306α伽伽,0ψ〃6乃0ψ鮒α,0ψ06063などの三畳紀に

特徴的な属を含まないことから,八尾ほか(1982)の

P〃α加伽刎∫幼1刎㎜群集(最前期ジュラ紀)に相当すると

考えられる.

以上に述べたように,本地域の黒地性岩体を構成する

チャｰトは,中期二畳紀から最前期ジュラ紀にわたる

いろいろな時代の化石を産出し,石灰岩は,KANUMA

(1958)･猪郷(1979)が報告したように前期二畳紀の後期

から後期三畳紀の化石を産する.一方,チャｰト`石灰

岩とともに黒地性岩体の構成要素である緑色岩類につい

ては,挟在するチャｰトからその生成時代を推定するこ

とができる.A岩体の緑色岩類に挟在するチャ』トのG

�㌳�

岐阜県郡上八幡南西方のジュラ紀層にみられる異地性岩体と海底地すべり堆積物（脇田浩二）
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G賂71－Aには，P翅ゐα伽競伽属の放散虫を多産する

が，F・Jl∫螂ぬ5属のものは産しない．共存するコノドン

トをこ壱〕よ■アz6h歪gn‘z♂ho伽η32nz6∫z65P67η語6z65，00n滅）Z6JJαわ髭」67Z力三

ある．以上から，このサンプルはIsHIGA6」α1．（1982b）

のE・ll蜘・％ll％556h・伽渉蜘5zoneより古く，中期二畳紀の

後期のものとみなされる．G毅0，G騒6－A及びG賂67は

放散虫珊”蜘6％伽5を産するが！％oα伽伽伽を産しない

ので，IsHIGA6診α1。（1982b）のんJJJ6％6鉱IJ郷56hoJα5≠26％3

zone（中期二畳紀末）に相当すると考えられる．なお，

G946－Aにはコノドントの魏ogoπ40」6伽6α6600ん乞を産して

いる．CLARKand：BE亘NKEN（1979）によると，この種は

Capitanian，Amarassianの地層から産しており，共存す

る放散虫の時代とよく一致する．G照09はFoJJ蜘6認∬

56hoJα5伽s，Eび6n紘o郷，漉oα」傭JJ6〃α曜吻，濯」伽〃ぬ

」6∂25をはじめFoJJ乞6麗％JJ％5，漉0α16α2JlθJJα，・4」加乞ll611α属の

諸種を多産する．これらはIsHIGA6厩乙（1982a，b），

TAKEMuRA　and　NAKAsEKo（1981）が報告した後期二畳

紀の放散虫群集と類似し，IsHIGA6地Z・（1982b）の

漉oα1傭ll6伽吻伽αzone（後期二畳紀）のものと考えられ

る．

　G且麗6には八尾ほか（1982）が報告した．7｝2α5506α卿θ

sp。B，T　sp，G，T　sp．Hにそれぞれ類似するT　sp・A，

T　sp．B，T　sp．CやT　sp．c£T48ω6∂87幼§含まれてお

り，その化石内容は八尾ほか（1982）の丁吻55・・α卿6

46膨∂痂群集（中期三畳紀）に相当する．G賂74もT　sp．

c£T4θ膨∂認とともに多くの7物蜘6伽ψ6を産し，

オ76hα60ψongゆ観％窺6・”ψ観徽を伴うことから，化石内

容はやはり上記のT46ω膨7∫群集に相当する．一方，

G購63，G賂87はTテ」α5506αηψ6を欠き，04ρη04066sp．ま

たは0吻鉱6hoψhα67αsp・を産することから，後期三畳

紀を示すものと考えられる．G脇00－Aはコノドントの

彫惣・π朔8伽ρ・5渉徽を多産するので，本報告では後期三

畳紀（middle　Norian）としたが，（穿oη40」611αρo少gnα痂一

声7痂5，薦・・吻≠h・ぬ3sp・など，林（1981）による層序的産

出範囲では共存しえない化石を含んでいる．

　G聡躯は，八尾ほか（1982）のD吻o吻」76伽（P）sp．C

に類似するD．（P）sp・やPα7αh5観窺sp．を産し，

蹴α5506伽ψ6，σψn％6hoψh硲α，σψno4066などの三畳紀に

特徴的な属を含まないことから，八尾ほか（1982）の

Pα7αhs％襯5卿」㍑規群集（最前期ジュラ紀）に相当すると

考えられる．

　以上に述べたように，本地域の異地性岩体を構成する

チャートは，中期二畳紀から最前期ジュラ紀にわたる

いろいろな時代の化石を産出し，石灰岩は，KANUMA

（1958）・猪郷（1979）が報告したように前期二畳紀の後期

から後期三畳紀の化石を産する．一方，チャート6石灰

岩とともに異地性岩体の構成要素である緑色岩類につい

ては，挟在するチャートからその生成時代を推定するこ

とができる．A岩体の緑色岩類に挟在するチャートのG

一333一



皆濁蟄塒覇泣欝(描寒瞭隷}曲)

中期ジュラ紀放散虫(脇田,ユ982)

⑧

����牡�楣牡摩��楡�

最前期ジュラ紀放散虫

⑱

�����牡��牡摩��楡�

後期三畳紀放散虫及びコノドント

△

���楡�楣牡摩��楡�慮�潮潤潮瑳

中期三畳紀放散虫及びコノドント

息

����物慳�捲�楯�物慮���湯摯��

□後期二畳紀放散虫及びコノドント

��健�楡湲�楯�物慮���湯摯��

蟻中期二畳紀放散虫コノドント及び紡錘虫化石

���健�楡湲�楯�物慮��湯摯����獵���

國前期二畳紀コノドント

���敲浪慮�湯摯��

ぺ岬

◎紡錘虫Fusu“nids

Gg20_GIgI6=今回抽出した化石産出地点

����

愛

卡�汪湧汯��瑪����硴��������

猪郷(ユ979)のコノドソト報告地点

ConodontlocalitiesinlGO(19ア9)

斎鮮雛usb.｡Cks

＼＼∴灸n

52一

〃

�

㍍.

㌀

�

ほ

H△一

哨目

6∵

4､.一

9､一

�

■G

宙

掘

^φ

.･虎一

干琶.

//､.〃

､夕〃㍗

㌻!ソ

�

､へ

/､.＼

�

〃

■

一

辿汐

一

､

■■'■■''■''■■■■

喰

1.戸タダ

深〆

μ

■､･

“

驚

��ぁ

.一蟹

■

高賀山

�歡�慮

里保木

一ふ

吻∵

ク〃

＼

･､

街双“

乃〃0γ{一

gαωo

��

���湃�

���瑩�潦

第2図化石産地図

Ioo撃1�

1
も◎

鍵

『

　　　　中期ジュラ紀放散虫（脇田，1982）
　　　⑱　　　　MiddIe　Jurassic　radio『ari∂ns

　　　　最前期ジュラ紀放散虫
　　　㊥　　　　Earliest　Jurasslc　radiolarians

　　　　後期三畳紀放散虫及びコノドント
　　　ム　　　　Late　Triassic　radiolarians　and　conodonts

　　　　中期三畳紀放散虫及びコノドント
　　　塩　　　　Middlel　Triassic　radloIarlans　and　cQnodonts

　　　□後期二畳紀放散虫及びコノドント
　　　　Late　Permian　radiolarlans　and　conodonts

　　　灘中期二畳紀放散虫・コノドント及び紡錘虫化石
　　　　MiddIe　Permian　radiolarians，

　　　国前期二畳紀コノドント
　　　　Early　Permian　conodonts
　　　　　　　　　　　　　　　　　圃

　　　　　　　　　　　　易

　　蕪山幽　　　　・　　　　G946　　　蘇
Kabura－yama

　　　　　　　　〃撫
　　　　　　　　　　』G『667

　　　　　　，讐　夢

　　　　　　　髪　’ノ

　　　　　　　　　　　　　〃・．

　　　　　．．．・：びGI687’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇留良，

conodonts　and　fusulinids

　　0　紡錘虫Fusulinids

　　　　　．今回抽出した化石産出地点
G920－GI916　　　　　甲Sampling　IOcallties（see　text）used　in　this　study

H　I　O＿H　l51：猪郷（1979）のコノドント報告地点

　　　　　Conodont　『oca【ities　in　IGO（1979）

懇
　　　　　異地1生岩体
　　　　　Allochthonous　blocks

矢栃 H125

娩

膨Gig63

　　　　　　　　　郡上八幡

睾験一、㎝惚hi㎜
；HI35霜52

鮮灘．凱、論

Gl674．汐
二∫づ

廻671A’
GigOOA　姦

　　　　チ　劉
・
． 一一一

啓
瀬　　一里保木

　　　砺
1励7歪一取

　9卿“
／

O

　ぬ
高賀山
Koka－san

2

華　ち

護　　　　霧

　　雄慧鐘　　糠騨
　　　　　　　　皿　　　　　　　　　　　慧
　　　　　　　　　　　《GI916
　　　　　　　　　　，　　黛

軽　鵜　賜　〆

4km

第2図　化石産地図

魂

　　　　　　　　　　　6鶴
　　　極湊委’　．

1Localities　of　fbssil　occurrences

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　零
　　　　　　　　炉

嬬
、
熱
砦多争

ゼ醐．羅ノ／ノ
．　　　　ノグ

錫

　脳む



罵佃掴蟄｣い>骨醐恐園斗θ篶-“諭圃}〔串Ψさが梱筐{時雌{材～轟厨庄一町λ日}甫載鳶(黒田辞-)

���

～

㌻

㌧見付

｡l･｡h

��������

chGs礫入160ヨｰ､sh､顯拙｡h1.sl.;G946chl.sl.S700QPセ､フ07}三G｡一､侠ミ･壬｡h～50･･×コ芽�艶1itiCykeフ50レ｡h∴於Gsと1.sのみ転石としてあり55宮劣ケ洞り箏け6火｡h

�〶㌉

H�高畑､'､'､一'1sh〔チャｰト礫人リ)'㌣'物'一熟ぺ…(一芽杉＼ラミナ人リshスラ昌hア5､'45ンプ属｡h刎･h'･一ノ'島57枡｡b､■chl･｡h･h･Cレノ;`'｡h"淡ブ｡hスランプ婚G1063

sと昌ilic.sbの400

革ギ!lll

ユOOOm

���

��������〰�

rへべ蓬､二着無

､∴努

､

�

■

∵

“入り→sh

ユ

�

王

�

＼落ノ

苗ら｡

㌧簿

プ

｡o

イ

�　

　

　

�

��敲���

■亡h&dol･

∈∋G･

匝QP

匝Gp

��

チャｰト･石灰岩(ドロマイト)互層

緑色岩類Greenrocks

石英斑岩Quartzporphyry

花嵩斑岩Graniteporphyry

断層Fault

��牢����牴慮��潭楴攀

注〕基図として岐阜県森林基本図ユ:5000を縮小して利用

･･3!.■■'一一一

……≡………ssricha1

卓

…sh

幾si1ic.sh

ヨ1韮睡｡h

垂≡≡1.S

.砂岩優勢互層1nterbeddedsandstoneandmudstone

砂岩Sandstone

泥岩を主体とする層M8inlymudstone

王圭質頁岩SiliceoUsshale

チャｰトChert

石灰岩Limestone

第3図

化石産地付近のルｰトマップ

Rout-mapswith此ssi11㏄a1itie畠

-oo｣oσ1�

『

器
㎝

Gi674，GI671A，Gl900A

　　　　　ノ

　　　ノ

　‘　　　　　350
　￥

！
！

’

￥

）
’　吃

’

‘
『

’

　　　　　　　！　　　　sh
　　　　　　／　　　　　　多
プノ　　キャも

　　　　｝Massive　gray黙85
　　　　　　　silic．sh　　　　　　80

　　　　　　GI674
　　　　　　　　　　　　ch
　　　　1－2cmthick
　　　　　ssレンズ入りsh　　　　Z5
　　　　　　　／　　　go　　　　ガ
　　　　　　　りsh
　　　　　　　QPv　v

　　　　　　　　　　　ch

2－5cm　thick　ss　　ss，　sh

じ壕罫
　　　　　　　　Gs

G920

版

ch

ch

門出南

・
．
驚
蓑

濫，譲㌘l
　　　　Gl900A
　ch
　　　　　　　　　　　！
　　’　一、，’

G946，Gl709

道
ケ

洞

　　σ・　ch

払
　　G920

ch

Qp　　　　　　木
ch　　　　　　　　セ
　Gs　　　　　　　　卜
　c　Ls　40
犀　　一sh、
ch・ch7　　　Gs

　G　妻醤sh
　　　　、　　　ch
　　　　　ch　　　　　　　　ch

GI687

　　　　　　　　　　ch

　　　　E　　　　80　　　　　　密
ssεsilic，shの　　　　　　　　　400

境力綿る、，68紅飾

　　　　　　　　　一　　　　φ◎

G946

　　　　　ch，Gs
　　　　　　礫入り
　60　　い鴫　sh

嵐
　　　｛　　　　之之zGs

　　　　　　ch
　　　　　　i．S
　　　　　　1．§

」．S

ch

700

Ls

　　　　Qp
　ア67≦穿Gs
一該zGs≧感

ch　　　　～　50
　　　ch弘

3牙
GIO63

Gl667

　　　　　　　藁　　　　　　　　　litic
　　　　　　　　　yke
　ア50　　　　　　　　レ
　　　　　　　ch

瀞薪
　　　　　　　Gsと1．sのみ
　　　　　　　転石としてあレ）

　　　　　　　　1

宮窟5牌
ケ　　モGsとLsのみ
洞　∫／鮎鷺り

，拳終
　6鮮
ch

　、　　　　　　　！

sh（チャーし礫人り）

sh　Y
　　　、

lightgray　ch
　　sf1置c．sh

、

覧

、

￥
、

350

75　　　　　　　￥
　90　ch　　　、

4の

￥　ch，一ノ

高畑

　　’
　　！

（一穿納劫
　ラミヂ入りsh　　　スラ　　　　sh
　　’　　　　　　45シブ層　　ch

　／　 85グ怨〆　　　ch
’　　　　　　　ch　　ch

　　　　ch　　　70護
　だ　chスランプ層
GIO63

GIgi6
夢

論編．

騰鋤
　　　＼、s謙噛綿1

　　　　　れ
夢　　十
interbedded娯貝付
　ch＆d・Lch

川

e

Gl844

大知洞林道奥
　　　　　　　　vV
　　　　　　　　sh　砺　　　　認　　h
　　　　　　Gp

400

0　　100

Gp

Gl844

500 ！000m

ch

嚢…ss　rich　alt．砂岩優勢互層Interbedded　sandstone　and　mudstone

　　SS

…≡sh

灘　silic．sh

灘ch
匪】．s

砂岩Sandstone
泥岩を主体とする層Malnly　muds亡one

珪質頁岩SiIiceous　shale

チャー1・Chert

石灰岩　Llmestone

＿　interbed〔ied
－　　ch　＆do1・

㊧Gs
皿Qp
辺ヱ　Gp

－　F，

第3図　化石産地付近のルートマップ

チャー1・・石灰岩（ドロマィト）互層

緑色岩類Green　rOcks

石英斑岩Quartz　porphyry

花闘斑岩Granlte　pOrphyry

断層FauIt

Interbedded　chert　and　dQIomlte

〔注〕基図として岐阜県森林基本図115000を縮小して利用

　　　Rout－maps　with　fbssil　localities

薄
緬
麺
製
比
＞
蘇
理
圏
廿

e
穐
μ
刈1

諮
醜
置

勢

①
き
が

畑
溶
碑
誰
碑
伴
鳶
鰍
誉
呼
λ

ぢ
演
強
曹

蜜
田
董
口
）



地質調査所月報.(第34巻第7号)

946,G1667,G1709は,先に述べたように中期二畳紀

末から後期二畳紀の放散虫｡コノドントを産している.

また,B岩体の緑色岩類に挟在するチャｰトのG1671-

Aは,中期二畳紀の後期の放散虫を産している.このよ

うに,A,B岩体の緑色岩類は二畳紀のものと考えられ

る.C岩体の緑色岩類の場合3),挟在するチャｰトG

1916から中期三畳紀の放散虫が得られたカミ,このチャｰ

トはブロック状であり,その生成は中期三畳紀以降と考

えられる.

以上において黒地性岩体を構成するチャｰト｡石灰岩

に緑色岩類の時代を述べたわけであるが,これを図示す

ると第4図のようになる.

3･2海底地すべり堆積物

異地性岩体を取り囲んで分布する泥岩優勢層の主体

は,海底地すべり堆積物である.本地域の海底地すべり

堆積物は,礫構成と,海底地すべりを受ける前の堆積構

造をどのくらい保存しているかによって次の3つのタイ

プに区別できる(第2表).

(1〕エンドオリストストロｰムI(endo1istostromeI)

:同じ堆積盆地からもたらされた砂岩･泥岩からなり,

海底地すべり以前に保有していた堆積構造をかなりよく

残している堆積物.砂泥互層が海底地すべりを受けて,

砂岩はレンズ状にちぎれたカミ,隣りあったレンズ状の礫

の多くは元来同じ砂岩層を形成していたと考えられる

(P1ateI,丘gs.1,2).

(2〕エンドオリストストロｰム皿(endo1istos血｡me

皿):構成岩石はすべて同じ堆積盆地内からもたらされ

たが,もとの堆積構造がほとんど失われている堆積物.泥

岩中に砂岩騨カミ点在し,砂岩礫相互及びこれと泥岩との

海底地すべり以前の関係は露頭では推定できない(P1乱t･

I,丘gs.3,4)､

13〕アロオリストストロｰム(泓1101五stostrom･):古期

岩石由来の礫を含む海底地すべり堆積物.先に黒地性岩

体としたものより小さいが類似したチャｰト礫を含んで

いる(P1ate■,丘gs.14,P1ate皿,丘gs1-3).

エンドオリストストロｰム,アロオリストストロｰム

はELTERandRAGGI(1965)が提唱した用語であるカミ,海

底地すべりの程度を示す1つの目安として,海底地すべ

りを受ける前の堆積構造の保存の有無は重要と考えられ

第4図異地性岩体の構成岩石の生成時代

��潦��捨�潮���捫�

第2表海底地すべり堆積物の分類と各タイプの特徴

周�整��潦獵��楮����灯�瑳慮��楲捨�慣���

����原地性の礫(砂岩)��

�基質�黒地性礫��もとの成形態大きさ層構造��写真(P1ateS)

�黒色泥岩�荏し����

エンドオリストストロｰムI���扁平なレンズ｡不規則荏形をした平たい板状�一般に厚さレ30㎝.長さは一般に長く,厚さ10㎝でしばしば1m以上�かなりよく保存されている�P1ate1丘gs.1,2

エンドオリストストロｰム]I�黒色泥岩�なし�角礫状ブロック状�長径1cm～3m�ほとんど失われている�P1ate1丘gs.3,4

アロオリストスト1コｰム�黒色泥岩�主にチャｰトまれに石灰岩ドロマイトなど�球状(mm単位)角礫状ブロック状�mm単位～長径3m�ほとんど失われている�P1ate2igS.1-4P1ate3丘gs.1-3

3)KANUMA(1957)が報告した郡上郡八幡町浅柄の中部二畳系の石灰岩もC岩体の緑色岩類中のものと考えられる.
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946，G1667，G1709は，先に述ぺたように中期二畳紀

末から後期二畳紀の放散虫・コノドントを産している．

また，B岩体の緑色岩類に挟在するチャートのG1671－

Aは，中期二畳紀の後期の放散虫を産している．このよ

うに，A，B岩体の緑色岩類は二畳紀のものと考えられ

る．C岩体の緑色岩類の場合3），挟在するチャートG

1916から中期三畳紀の放散虫が得られたが，このチャー

トはブロック状であり，その生成は中期三畳紀以降と考

えられる．

　以上において異地性岩体を構成するチャート・石灰岩

に緑色岩類の時代を述べたわけであるが，これを図示す

ると第4図のようになる．

　3・2海底地すべり堆積物

　異地性岩体を取り囲んで分布する泥岩優勢層の主体

は，海底地すべり堆積物である．本地域の海底地すべり

堆積物は，礫構成と，海底地すぺりを受ける前の堆積構

造をどのくらい保存しているかによって次の3つのタイ

プに区別できる（第2表）．

　（1）エンドオリストストローム1（endolistostrome　I）

：同じ堆積盆地からもたらされた砂岩・泥岩からなり，

海底地すべり以前に保有していた堆積構造をかなりよく

残している堆積物．砂泥互層が海底地すべりを受けて，

砂岩はレンズ状にちぎれたが，隣りあったレンズ状の礫

の多くは元来同じ砂岩層を形成していたと考えられる

（PlateI，且gs．1ラ2）．

　（2）エンドオリストストローム豆（endolistostrome

豆）：構成岩石はすべて同じ堆積盆地内からもたらされ

たが，もとの堆積構造がほとんど失われている堆積物．泥

岩中に砂岩礫が点在し，砂岩礫相互及びこれと泥岩との

海底地すべり以前の関係は露頭では推定できない（Plate

I，五gs。3，4）．

　（3）アロオリストストローム（allolistostrome）；古期

岩石由来の礫を含む海底地すべり堆積物，先に異地性岩

体としたものより小さいが類似したチャート礫を含んで

いる（Plate■，盒gs．1－4，Pla，te皿，figs1－3）．

　エンドオリストストローム，アロオリストストローム

はELTERandRAGGI（1965）が提唱した用語であるが，海

底地すべりの程度を示す1つの目安として，海底地すべ

りを受ける前の堆積構造の保存の有無は重要と考えられ
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第4図　異地性岩体の構成岩石の生成時代

　　　Ages　of　allochthonous　blocks

第2表　海底地すべり堆積物の分類と各タイプの特徴

Three　types　ofsubmarine　slide　deposits　and　their　characters．

エンドオリストストローム1

エンドオリストストロームn

アロオリストストローム

基　　質

黒色泥岩

黒色泥岩

黒色泥岩

異地性礫

な　　　し

な　　し

主にチャー
トまれに石
灰岩ドロマ
イトなど

原地性の礫（砂岩）

形　　態

扁平なレン
ズ・不規則
な形をした
平たい板状

角礫状
ブロック状

球状
（mm単位）
角礫状
ブロック状

大きさ
一般に厚さ
1－30㎝．長

さは一般に
長く，厚さ
10㎝1でしば

しば1m以
上

長径
1cm～3m

mm単位
　～
長径3m

もとの成
層構造

かなりよく
保存されて
いる

ほとんど失
われている

ほとんど失
われている

写　　真
（P1＆tes）

Plate1

丘gs．1，2

Platel
figs。3，4

Plate2
figs．1－4

Plate3
且gs。1－3

3）KANUMA（1957）が報告した郡上郡入幡町浅柄の中部二畳系の石灰岩もC岩体の緑色岩類中のものと考えられる。
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岐阜県郡上八幡南西方のジュラ紀層にみられる黒地性岩体と海底地すべり堆積物(脇田浩二)

るので,本報告では上記のようにエンドオリストストロ

ｰムを二つに細分した.

3.2.一エンドオリストストロｰムI

砂岩と泥岩からなり,砂岩は扁平なレンズや不規則な

形をした平板状の礫として泥岩中に入っている.砂岩は

厚さ1-30cmの比較的薄いものが多いが,長径は厚さ

に比して大きく,厚さ10cmでも長径1m以上の礫も少

なくない.露頭で観察できる礫のみかけの伸びの方向

は,その地域の走向とほぼ一致するものが多い(P1at･I,

丘gs.1,2).

細長いレンズ状の砂岩礫にはしばしば級化層理が観察

できる.砂岩の細長い礫やその列は不規則に屈曲したり

摺曲したりしていることカミあり(PlateI,丘g.2),これは

海底地すべりによるものと考えられる.

砂岩はもともと砂岩層として周囲の泥岩と互層してい

たと考えられ,海底地すべり以前の成層構造はかなり保

存されている.級化層理を示す砂岩は上位の泥岩と漸移

しており,砂岩と泥岩の相対的位置関係は海底地すべり

の前後であまり変化していない.

3.2.2エンドオリストストロｰム皿

エンドオリストストロｰムIと同様に砂岩と泥岩から

なる.しかし,もとの成層構造はほとんど失われてお

り,砂岩には級化層理はみられない.泥岩は黒色で剥離

性があり,泥岩中には径1cmから3mに及ぶ大小さま

ざまな砂岩礫が不規則に分布している(P1ate1,丘gs.3,

4).砂岩礫は,エンドオリストストロｰムIにおける

ような扁平なものは少なく,角礫状,ブロック状のもの

が多い.砂岩の岩質は,エンドオリストストロ』ムI｡

砂岩優勢互層｡粗粒砂岩層中のそれと類似している.こ

れらの砂岩礫は,エンドオリストストロｰムIの砂岩と

同様,同じ堆積盆に堆積した砂岩と泥岩が海底地すべり

をうけ,礫状になったと考えられる.海底地すべり以前

に上下に隣接していた砂岩と泥岩の位置関係は,エンド

オリストストロｰムIの場合と異なり,大きく変化して

いるであろう.エンドオリストストロｰム皿は,エンド

オリストストロｰムIやアロオリストストロｰムに比べ

て露出個所は少なく,アロオリストストロｰムに近接し

て産出する場合が多い.

3.2.3アロオリストストロｰム

泥岩優勢層中には,黒色泥岩中に大小さまざまな砂岩

とチャｰトの礫を含む海底地すべり堆積物(P1ate巫,丘g･

1→;P1ate皿,丘gs.1-3)がしばしば存在する.礫として含

まれるチャｰトは,黒地性岩体のチャｰトと同岩質で,

同時代のものと考えられ,基質の泥岩の時代すなわち中

期ジュラ紀(脇田,1982)より古い.したカミって,このよ

うにチャｰト礫を含む海底地すべり堆積物をアロオリス

トストロｰムと呼んでおく.

泥岩には,剥離性カミ発達し,まれに砂質ラミナや灰色

凝灰質(?)ラミナが挟まれている.砂岩には径がmm単

位の球状のものから長径2-3m,厚さ70cmのブロック

状のものまでさまざまな形のものがあるが,一般にはエ

ンドオリストストロｰム皿と同様,角礫状ブ回ック状の

ものが多く,泥岩基質中に不規則に分布している.チャ

ｰトは,長径1-4m,ときにそれ以上の巨礫として数

多く存在する.長径1m以下のチャｰト礫は砂岩礫に比

べて非常に少ない.大きさも変化に乏しく,長径0.5-1

cm,7-8･m,50cm前後のものが多く,これらの多く

は角礫一亜角礫である.チャｰト礫の伸びの方向とチャ

ｰトの層理面は一般に平行に近いが,ときおり斜交して

いる.砂岩｡チャｰトのほかに,長径5-35cmの石灰岩

礫,長径6-15cmの丸いドロマイト礫や長径70cmの優

黒色泥岩がそれぞれ1カ所ずつで見つかっている.

いちりぼき

本地域の南西部｡板取村一里保木(第1図)には,特異

なタイプのアロオリストストロｰムが露出している.こ

のアロオリストストロｰムは,本地域では例外的なもの

であることから,一里保木オリストストロｰムと命名

し,特にここで記載する.

いちりぼき

〔一里保木オリストストロｰム〕

露頭のスケッチを第5図に示した.上｡下限は不明で

あるが,厚さは少なくとも150m以上であり,高賀花南

岩(第1図)による熱変性作用を受けている.泥岩は優黒

色で剥離性があり,砂岩の礫や砂質,シルト質のラミナ

を一切含まない.鏡下でも砕屑粒は見当たらず,ときお

り放散虫の殻がみられる.泥岩中には,厚さ2-5･mの

珪質薄層と厚さ5-40cmの石灰質薄層カミ何枚も挟まれ

ている.これらの薄層は層内摺曲をし,一般に1m以下

の長さで切れてレンズ状になっている.珪質薄層は黒色

で,鏡下でみると放散虫遺骸の密集合からなる.石灰質

薄層は黒色で,風化面では灰色に見える.熱変成作用に

よって,そのほとんどがトレモラ閃石の集合体になって

おり,比較的厚い層の中央部にのみ炭酸塩鉱物が残って

いる.

チャｰトは明灰色一暗灰色の層状チャｰトで,長径数

10cm-30mの礫｡オリストリスとして泥岩中に点在し

ている.第5図にはチャｰトの層理面の方向も記してあ

る.チャｰトは一部層内摺曲をしているカミ,多くの場合

チャｰト礫の伸びの方向とチャｰトの元の層理面は平行

である.またチャｰト礫の伸びの方向は,本地域全体の

走向(東北東一西南西)に近いものが多いカミ,一部は北西一

南東ないし北東一雨酉のものもある.
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岐阜県郡上八幡南西方のジュラ紀層にみられる異地性岩体と海底地すべり堆積物（脇田浩二）

るので，本報告では上記のようにエンドオリストス1・ロ　　うにチャート礫を含む海底地すべり堆積物をアロオリス

ームを二つに細分した．　　　　　　　　　　　　　　　　　トストロームと呼んでおく。

　3．2。1エンドオリストストローム1　　　　　　　　　　泥岩には，剥離性が発達し，まれに砂質ラミナや灰色

　砂岩と泥岩からなり，砂岩は扁平なレンズや不規則な　　凝灰質（？）ラミナが挟まれている．砂岩には径がmm単

形をした平板状の礫として泥岩中に入っている．砂岩は　　位の球状のものから長径2－3m，厚さ70cmのブロック

厚さ1－30cmの比較的薄いものが多いが，長径は厚さ　状のものまでさまざまな形のものがあるが，一般にはエ

に比して大きく，厚さ10cmでも長径1m以上の礫も少　　ンドオリストストロームHと同様，角礫状ブロック状の

なくない。露頭で観察できる礫のみかけの伸びの方向　　ものが多く，泥岩基質中に不規則に分布している．チャ

は，その地域の走向とほぼ一致するものが多い（P1ate　I，　一トは，長径1－4m，ときにそれ以上の巨礫として数

Hgs・1，2）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多く存在する．長径1m以下のチャート礫は砂岩礫に比

　細長いレンズ状の砂岩礫にはしばしば級化層理が観察　　べて非常に少ない．大きさも変化に乏しく，長径0．5－1

できる．砂岩の細長い礫やその列は不規則に屈曲したり　　cm，7－8cm，50cm前後のものが多く，これらの多く

摺曲したりしていることがあり（Plate　I，且9・2），これは　　は角礫一亜角礫である．チャート礫の伸びの方向とチャ

海底地すべりによるものと考えられる．　　　　　　　　一トの層理面は一般に平行に近いが，ときおり斜交して

　砂岩はもともと砂岩層として周囲の泥岩と互層してい　　いる．砂岩・チャートのほかに，長径5－35cmの石灰岩

たと考えられ，海底地すべり以前の成層構造はかなり保　　礫，長径6－15cmの丸いドロマイト礫や長径70cmの優

存されている．級化層理を示す砂岩は上位の泥岩と漸移　　黒色泥岩がそれぞれ1ヵ所ずつで見つかっている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いちり　ぽ　きしており，砂岩と泥岩の相対的位置関係は海底地すべり　　　本地域の南西部・板取村一里保木（第1図）には，特異

の前後であまり変化していない．　　　　　　　　　　　なタイプのアロオリストストロームが露出している．こ

　3．2．2エンドオリストストロームII　　　　　　　　　のアロオリストストロームは，本地域では例外的なもの

　エンドオリストストローム1と同様に砂岩と泥岩から　　であることから，一里保木オリストストロームと命名

なる．しかし，もとの成層構造はほとんど失われてお　　し，特にここで記載する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いちり　ぽ　きり，砂岩には級化層理はみられない．泥岩は黒色で剥離　　　〔一里保木オリストストローム〕

性があり，泥岩中には径1cmから3mに及ぶ大小さま　　　露頭のスケッチを第5図に示した．上・下限は不明で

ざまな砂岩礫が不規則に分布している（PI＆te1，Hgs・3，　あるが，厚さは少なくとも150m以上であり，高賀花嶺

4）．砂岩礫は，エンドオリストストローム1における　　岩（第1図）による熱変性作用を受けている。泥岩は優黒

ような扁平なものは少なく，角礫状，ブロック状のもの　　色で剥離性があり，砂岩の礫や砂質，シルト質のラミナ

が多い．砂岩の岩質は，エンドオリストストローム亙・　　を一切含まない．鏡下でも砕屑粒は見当たらず，ときお

砂岩優勢互層・粗粒砂岩層中のそれと類似している．こ　　り放散虫の殻がみられる．泥岩中には，厚さ2－5cmの

れらの砂岩礫は，エンドオリストストローム1の砂岩と　　珪質薄層と厚さ5－40cmの石灰質薄層が何枚も挟まれ

同様，同じ堆積盆に堆積した砂岩と泥岩が海底地すべり　　ている，これらの薄層は層内摺曲をし，一般に1m以下

をうけ，礫状になったと考えられる．海底地すべり以前　　の長さで切れてレンズ状になっている．珪質薄層は黒色

に上下に隣接していた砂岩と泥岩の位置関係は，エンド　　で，鏡下でみると放散虫遺骸の密集合からなる．石灰質

オリストストローム1の場合と異なり，大きく変化して　畠薄層は黒色で，風化面では灰色に見える．熱変成作用に

いるであろう．エンドオリストストローム豆は，エンド　　よって，そのほとんど炉トレモラ閃石の集合体になって

オリストストローム1やアロオリストストロームに比べ　　おり，比較的厚い層の中央部にのみ炭酸塩鉱物が残って

て露出個所は少なく，アロオリストストロームに近接し　　いる．

て産出する場合が多い．　　　　　　　　　　　　　　　　　チャートは明灰色一暗灰色の層状チャートで，長径数

　3．2．3アロオリストストローム　　　　　　　　　10cm－30mの礫・オリストリスとして泥岩中に点在し

　泥岩優勢層中には，黒色泥岩中に大小さまざまな砂岩　　ている．第5図にはチャートの層理面の方向も記してあ

とチャートの礫を含む海底地すべり堆積物（Plate豆，丘gs　る。チャートは一部層内摺曲をしているが，多くの場合

1－41Plate皿，£gs．1－3）がしばしば存在する．礫として含　　チャート礫の伸びの方向とチャートの元の層理面は平行

まれるチャートは，異地性岩体のチャートと同岩質で，　　である．またチャート礫の伸びの方向は，本地域全体の

同時代のものと考えられ，基質の泥岩の時代すなわち中　　走向（東北東一西南西）に近いものが多いが，一部は北西一

期ジュラ紀（脇田，1982）より古い．したがって，このよ　　南東ないし北東一南西のものもある．
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岐阜県郡上八幡南西方のジュラ紀層にみられる黒地性岩体と海底地すべり堆積物(脇田浩二)

第3表郡上八幡南西方地域のジュラ紀層における層序的岩相変化

stratig･aphicchangeof1itho1o馴intheJurassic比rmationoftheareasouthwestofG1jjo-hachiman,G冊

Pre胎Cture.

黒地性岩体������海底地すべり堆積物��

�規模(長径)�チャｰト�石灰岩*�緑色岩類*�アロオリストストロｰム�エンドオリストストロｰム皿�エンドオリストストロｰムI�粗粒砂岩層砂岩優勢砂岩泥岩互層

上部層�20m～6500m�○�○�Permian�少ない�少ない�多い�少たい

中部層�20mこ5000mまれに～15000m�○�O�Trias～(e.Jura)�少ない�少ない�多い�多い

下部層�20m～500mまれに～5000m�○�なし�なし�多い�多い�多い�まれ

*厚い緑色岩類を伴う巨大な黒地性岩体につv･て時代を記入

泥岩中の礫としては,チャｰトのほかにチャｰト角礫

岩(=P1ate皿,丘g.4)が3つある.1つは厚さ3m長径10m

以上の小さなものであるが,他の2つは厚さ20m長径

50m以上の巨大なオリストリスである.チャｰト角礫岩

は,層状チャｰトの単層の一枚一枚もしくは数枚分が長

さ1O-100cmの角礫となり,わずかな砂岩基質中にびっ

しりつまった堆積物である.南に位置するチャｰト角礫

岩申には,白色のチャｰトと白色の石灰岩の互層がレン

ズ状に入っている.

以上のほかに,暗灰色の珪質頁岩一シノレト岩の薄層が

2カ所でチャｰトと接して産するか,チャｰト礫を挟有

する場合がある.

3.3海底地すべり堆積物と黒地性岩体の層序的変化

上に述べたように海底地すべり堆積物は,エンドオリ

ストストロｰムI,エンドオリストストロｰム皿,アロ

オリストストロｰムの3つの基本的なタイプを識別し

た.ただし,エンドオリストストロ』ムIとエンドオリ

ストストロｰム皿の中間的なものも存在するであろう

し,アロオリストストロｰムであってもチャｰト礫が非

常に少ないときは露頭でエンドオリストストロｰム皿と

誤認されやすい.しかし,上記3タイプの識別を露頭ごと

に行ない本地域全体での分布を調べると,これらの発達

は層準によって明らかに異なることがわかる(第3表).

この海底地すべり堆積物の種類とともに,黒地性岩体

の構成岩石｡大きさも考慮に入れると,本地域の地層群

は南東から北西へ順次配列する下部･中部･上部の三層

に区分できる.この場合,下部層と中部層の境界は八幡

町名津佐から美並村粥川へと続く粗粒砂岩層の下限(第

1図a-a'),中部層と上部層の境は八幡町人栃から宇留

良にかけて分布する砂岩泥岩互層の上限(第1図b-b')で

ある.

下部層は長良川沿岸で最もよく観察される.泥岩優勢

層が主体で,チャｰトの黒地性岩体が点在し,比較的薄

い塊状砂岩層や珪質頁岩が挟在している､泥岩優勢層の

大部分は海底地すべり堆積物で,特に本地域のエンドオ

リストストロｰムuやアロオリストストロｰムの多くは

この下部層に集中している.黒地性岩体はチャｰトのみ

からなり,その長径は20mから2た肌(まれに5km)に

及ぶが,500m以下のものが大半を占める.

中部層は那北川流域に発達し,大小さまざまな黒地性

岩体を囲んで泥岩優勢層が分布するが,厚い粗粒砂岩層

や砂岩優勢な砂岩泥岩互層もひんぱんに挟む.泥岩優勢

層は,主にエンドオリストストロｰムIとしばしば平行

ラミナを有する黒色泥岩層カミ主体をなす.中部層では,

概してエンドオリストストロｰム皿やアロオリストスト

ロｰムは少ない.ただし;八幡町相生や美並村粥川の北

方においては,比較的下位の層準にアロオリストストロ

ｰムが発達している.先に述べた一里保木オリストスト

ロｰムは中部層の中位の層準にみられる.黒地性岩体に

は･長径3-15kmの巨大なものが数多く存在し,チャｰ

トのほかに石灰岩｡緑色岩類及びそれらの組み合せから

なるものもある,

上部層は板取川沿岸及びその東方でよく観察される.

二畳紀の化石を含むチャｰトや石灰岩を挟有する緑色岩

類からなる巨大な黒地性岩体カミ特徴的にみられ,そのほ

かチャｰト･石灰岩･緑色岩類及びそれらの組合せから
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上部層

中部層

下部層

異　地　性　岩　体

規　模
（長径）

20m
　～
6500m

　20m
　　～
5000m
まれに
～15000m

　20m
　　～

　500m
まれに
～5000m

チャート

○

O

○

石灰岩＊

O

O

な　し

緑色岩類＊

Permian

Trias

　～
（e。Jura）

な　　し

海底地すべり堆積物

アロオリスト
ストローム

少ない

少ない

多　　い

エンドオリスト
ストロームH

少ない

少ない

多　　い

エンドオリスト
ストローム1

多　　い

多　　い

多　　い

粗粒砂岩層
砂岩優勢砂
岩泥岩互層

少ない

多　　い

ま　　れ

＊厚い緑色岩類を伴う巨大な異地性岩体について時代を記入

　泥岩中の礫としては，チャートのほかにチャート角礫

岩（Plate皿，£g・4）が3つある．1つは厚さ3m長径10m

以上の小さなものであるが，他の2つは厚さ20m長径

50m以上の巨大なオリストリスである．チャート角礫岩

は，層状チャートの単層の一枚一枚もしくは数枚分が長

さ10－100cmの角礫となり，わずかな砂岩基質中にびっ

しりつまった堆積物である．南に位置するチャート角礫

岩中には，白色のチャートと白色の石灰岩の互層がレン

ズ状に入っている．

　以上のほかに，暗灰色の珪質頁岩一シルト岩の薄層が

2カ所でチャートと接して産するが，チャート礫を挟有

する場合がある．

　3．3海底地すべり堆積物と異地性岩体の層序的変化

　上に述べたように海底地すぺり堆積物は，エンドオリ

ストストローム1，エンドオリストストロームH・アロ

オリストストロームの3つの基本的なタイプを識別し

た．ただし，エンドオリストストローム1とエンドオリ

ストストローム豆の中間的なものも存在するであろう

し，アロオリストストロームであってもチャート礫が非

常に少ないときは露頭でエンドオリストストロームnと

誤認されやすい．しかし，上記3タイプの識別を露頭ごと

に行ない本地域全体での分布を調べると，これらの発達

は層準によって明らかに異なることがわかる（第3表），

　この海底地すべり堆積物の種類とともに，異地性岩体

の構成岩石・大きさも考慮に入れると，本地域の地層群

は南東から北西へ順次配列する下部・中部・上部の三層

に区分できる．この場合，下部層と中部層の境界は八幡

町名津佐から美並村粥川へと続く粗粒砂岩層の下限（第

1図a－a’），中部層と上部層の境は八幡町大栃から宇留

良にかけて分布する砂岩泥岩互層の上限（第1図b－b！）で

ある．

　下部層は長良川沿岸で最もよく観察される．泥岩優勢

層が主体で，チャートの異地性岩体が点在し，比較的薄

い塊状砂岩層や珪質頁岩が挟在している．泥岩優勢層の

大部分は海底地すべり堆積物で，特に本地域のエンドオ

リストストローム豆やアロオリストストロームの多くは

この下部層に集中している．異地性岩体はチャートのみ

からなり，その長径は20mから2k孤（まれに5km）に

及ぶが，500m以下のものが大半を占める．

　中部層は那比川流域に発達し，大小さまざまな異地性

岩体を囲んで泥岩優勢層が分布するが，厚い粗粒砂岩層

や砂岩優勢な砂岩泥岩互層もひんぱんに挟む．泥岩優勢

層は，主にエンドオリストストローム1としばしば平行

ラミナを有する黒色泥岩層が主体をなす．中部層では，

概してエンドオリストストローム豆やアロオリストスト

ロームは少ない．ただし1八幡町相生や美並村粥川の北

方においては，比較的下位の層準にアロオリストストロ

ームが発達している．先に述べた一里保木オリストスト

ロームは中部層の中位の層準にみられる．異地性岩体に

は，長径3－15kmの巨大なものが数多く存在し，チャー

トのほかに石灰岩・緑色岩類及びそれらの組み合せから

なるものもある，

　上部層は板取川沿岸及びその東方でよく観察される．

二畳紀の化石を含むチャートや石灰岩を挟有する緑色岩

類からなる巨大な異地性岩体が特徴的にみられ，そのほ

かチャート・石灰岩・緑色岩類及びそれらの組合せから
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なる大小さまざまな黒地性岩体が存在する1それらを囲

んで,ときどき比較的薄い塊状砂岩層を挟む泥岩優勢層

が分布している.泥岩優勢層は,中部層と同様,エンド

オリストストロｰムIと黒色泥岩層が主体で,エンドオ

リストストロｰムIIとアロオリストストロｰムはわずか

しか分布していない.上部層は,二畳紀の緑色岩類を主

体とした巨大異地性岩体の存在と,塊状砂岩層や砂岩優

勢な砂岩泥岩互層の厚層がないことによって中部層と区

別できる.

以上述べたことをまとめると,下部層にはエンドオリ

ストストロｰムnやアロオリストストロｰムといった海

底地すべりによる変形が比較的大きい堆積物中にチャｰ

トのみからなる比較的小規模な黒地性岩体が含まれてい

る.これに対して,中｡上部層では,海底地すべりによ

る変形が比較的小さいエンドオリストストロｰムIや正

常堆積の黒色泥岩などに囲まれて,チャｰト･石灰岩･

緑色岩類などからなる長径3-15止mの大規模な黒地性岩

体が数多く分布している.

4.考察

黒地性岩体や海底地すべり堆積物に重点をおき,本地

域及びその周辺の地層群の層序的岩相変化や堆積状況に

ついて論述し,あわせて黒地性岩体を構成する緑色岩類

の生成年代と性質についても言及する.

本地域南東部の下部層分布域のすぐ南の美濃地域東部

にはアロオリストストロｰムの発達し一た地層が広く分布

している(KAN0.1979;狩野,1982).エンドオリスト

ストロｰム皿やアロオリストストロｰムが特徴的に発達

する下部層は,美濃地域東部のアロオリストストロｰム

卓越層(KAN0.1979)の最上部に相当すると考えられる.

一方,本地域の北には,黒地性岩体(チャｰトなど)を

含む砂岩卓越層(脇田,1982;脇田･岡村,1982)が分布

しており,上部層に整合に重なっている.

このように,本地域の中･上部層は,層序的に下位の

アロオリストストロ』ム卓越層(下部層を含む)と,上位

の黒地性岩体を含む砂岩卓越層の間に位置づけられる.

黒地性岩体を含む砂岩卓越層はヨしばしば海底地すべり

により弱い変形をうけているが,エンドオリストストロ･

一ム皿やアロオリストストロｰムに相当する堆積物はな

く,海底地すべりによる変形の程度は本地域の中｡上部

層に近い.一方,中｡上部層の黒地性岩体の周囲の地層

は泥岩優勢であり,この点では中｡上部層は下位のアロ

オリストストロｰム卓越層に近い.以上述べたことと中

･上部層にしばしば粗粒砂岩層李砂岩優勢な砂泥互層を

挟在することを考慮に入れると,本地域の中･上部層は,

下位のアロオリストストロｰム卓越層と上位の黒地性岩

体を含む砂岩卓越層の間の中間的性格をもっていると考

えることができる.

このような岩相の層序的変化は,本地域及びその周辺

地域の地層灘堆積の初期に海底地すべりカミ激しく,時代

が新しくなるにつれてそれが次第に弱まり,粗粒砕屑物

の供給が増加していったことを示している.

既述のように海底地すべりは下位層準ほど著しかった

わけであるが,下部層の黒地性岩体は中｡上部層のもの

よりかなり小さいものが主体である.つまり,海底地す

べり頻度や個々の海底地すべりの激しさが黒地性岩体の

大きさと正の相関を示していない.このことは,中｡上

部層に見られる大きな黒地性岩体の多くが,オリストス

トロｰム中のオリストリスのように周囲の泥質堆積物と

ともに海底地すべりで移動して来たのではなく,1つ1

つ単独で移動｡堆積したことを推測させる.

下部層にはアロオリストストロｰムが多く,しかも黒

地性岩体はチャｰトのみからなり比較的小規模なので,

下部層の黒地性岩体の多くは,おそらくアロオリストス

トロｰムとともに堆積したオリストリスであろう.しか

し,一部には,中｡上部層のものと同様単独で移動･堆

積した黒地性岩体が存在している可能牲がある.

中部層に存在する一里保木オリストストロｰムは,本

地域では特異な堆積物であるが,チャｰトなどの礫を含

む基質が珪質･石灰質の薄層を挟み砕屑鉱物粒子をもた

ない優黒色の泥岩である点で注目に値する.アロオリス

トストロｰム中の礫として類似した優黒色泥岩があり,

一里保木オリストストロｰム自体異地性岩体の可能性も

ある.陸源砕屑物に乏しいこのような堆積物を他の地域

で探し,さらに研究する必要がある.

厚い緑色岩類は,既述のように本地域ではA,遍,Cの

3岩体でみられ(第1図),これらのうちC岩体の緑色岩

類は,美濃帯では従来あまり知られていない中生代のも

のである.ふつう美濃帯の緑色岩類は,本地域のA,B

岩体と同様,しばしば二畳紀の紡錘虫を産する石灰岩な

どを伴う古生代のものが多い.美濃帯の中生代緑色岩類

として知られているのは,本地域以外では福井県南条地

域(HATT0R･,1982;服部･吉村,'1983)にしかない1先

に述べたように,本地域では,中生代の緑色岩類は合ケ

ルスｰト閃石｡黒雲母アルカリ玄武岩であり,二畳紀の

含単斜輝石玄武岩からなる緑色岩類とは異なっている.

福井県南条地域の中生代緑色岩類にもアルカリ岩の存在

が知られており(HATT0RI,1982;服部･吉村,1983),美

濃帯各地の緑色岩類の時代の検討と岩石学的研究は地史

解明に重要な役割を果たすと思われる.
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なる大小さまざまな異地性岩体が存在する．それらを囲

んで，ときどき比較的薄い塊状砂岩層を挟む泥岩優勢層

が分布している．泥岩優勢層は，中部層と同様，エンド

オリストストローム1と黒色泥岩層が主体で，エンドオ

リストストローム豆とアロオリストストロームはわずか

しか分布していない．上部層は，二畳紀の緑色岩類を主

体とした巨大異地性岩体の存在と，塊状砂岩層や砂岩優

勢な砂岩泥岩互層の厚層がないことによって中部層と区

別できる．

　以上述べたことをまとめると，下部層にはエンドオリ

ストストロームHやアロオリストストロームといった海

底地すべりによる変形が比較的大きい堆積物中にチャー

トのみからなる比較的小規模な異地性岩体が含まれてい

る，これに対して，中・上部層では，海底地すべりによ

る変形が比較的小さいエンドオリストストローム1や正

常堆積の黒色泥岩などに囲まれて，チャート・石灰岩・

緑色岩類などからなる長径3－15kmの大規模な異地性岩

体が数多く分布している．

4。考　察

異地性岩体や海底地すべり堆積物に重点をおき，本地

域及びその周辺の地層群の層序的岩相変化や堆積状況に

ついて論述し，あわせて異地性岩体を構成する緑色岩類

の生成年代と性質についても言及する．

本地域南東部の下部層分布域のすぐ南の美濃地域東部

にはアロオリストストロームの発達した地層が広く分布

している（KANo，197gl狩野，1982）．エンドオリスト

ストロームHやアロオリストストロームが特徴的に発達

する下部層は，美濃地域東部のアロオリストストローム

卓越層（KANO，1979）の最上部に相当すると考えられる・

　一方，本地域の北には，異地性岩体（チャートなど）を

含む砂岩卓越層（脇田，19821脇田・岡村，1982）が分布

しており，上部層に整合に重なっている．

　このように，本地域の中・上部層は，層序的に下位の　’

アロオリストストローム卓越層（下部層を含む）と，上位

の異地性岩体を含む砂岩卓越層の間に位置づけられる．

異地性岩体を含む砂岩卓越層は，しばしば海底地すべり

により弱い変形をうけているが，エンドオリストストロ

ーム豆やアロオリストストロームに相当する堆積物はな

く，海底地すべりによる変形の程度は本地域の中・上部

層に近い．一方，中・上部層の異地性岩体の周囲の地層

は泥岩優勢であり，この点では中・上部層は下位のアロ

オリストストローム卓越層に近い．以上述べたことと中

・上部層にしばしば粗粒砂岩層や砂岩優勢な砂泥互層を

挟在することを考慮に入れると，本地域の中・上部層は，

下位のアロオリストストローム卓越層と上位の異地性岩

体を含む砂岩卓越層の間の中間的性格をもっていると考

えることができる．

　このような岩相の層序的変化は，本地域及びその周辺

地域の地層群堆積の初期に海底地すべりが激しく，時代

が新しくなるにつれてそれが次第に弱まり，粗粒砕屑物

の供給が増加していったことを示している。

　既述のように海底地すべりは下位層準ほど著しかった

わけであるが，下部層の異地性岩体は中・上部層のもの

よりかなり小さいものが主体である．つまり，海底地す

べり頻度や個々の海底地すべりの激しさが異地性岩体の

大きさと正の相関を示していない．このことは，中・上

部層に見られる大きな異地性岩体の多くが，オリストス

トローム中のオリストリスのように周囲の泥質堆積物と

ともに海底地すべりで移動して来たのではなく，1つ1

つ単独で移動・堆積したことを推測させる．

　下部層にはアロオリストストロームが多く，しかも異

地性岩体はチャートのみからなり比較的小規模なので，

下部層の異地性岩体の多くは，おそらくアロオリストス

トロームとともに堆積したオリストリスであろう．しか

し，一部には，中・上部層のものと同様単独で移動・堆

積した異地性岩体が存在している可能性がある．

　中部層に存在する一里保木オリストストロームは，本

地域では特異な堆積物であるが，チャートなどの礫を含

む基質が珪質・石灰質の薄層を挟み砕屑鉱物粒子をもた

ない優黒色の泥岩である点で注目に値する．アロオリス

トストローム中の礫として類似した優黒色泥岩があり，

一里保木オリストストローム自体異地性岩体の可能性も

ある．陸源砕屑物に乏しいこのような堆積物を他の地域

で探し，さらに研究する必要がある．

　厚い緑色岩類は，既述のように本地域ではA，B，Cの

3岩体でみられ（第1図），これらのうちC岩体の緑色岩

類は，美濃帯では従来あまり知られていない中生代のも

のである．ふつう美濃帯の緑色岩類は，本地域のA，B

岩体と同様，しばしば二畳紀の紡錘虫を産する石灰岩な

どを伴う古生代のものが多い．美濃帯の中生代緑色岩類

として知られているのは，本地域以外では福井県南条地

域（H：ATToR・，19821服部・吉村，’1983）にしかない1先

に述べたように，本地域では，中生代の緑色岩類は含ケ

ルスート閃石・黒雲母アルカリ玄武岩であり，二畳紀の

含単斜輝石玄武岩からなる緑色岩類とは異なっている．

福井県南条地域の中生代緑色岩類にもアルカリ岩の存在

が知られており（HATToRI，1982；服部・吉村，1983），美

濃帯各地の緑色岩類の時代の検討と岩石学的研究は地史

解明に重要な役割を果たすと思われる．
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岐阜県郡上八幡南西方のジュラ紀層にみられる黒地性岩体と海底地すべり堆積物(脇岡浩二)

5.まとめ

岐阜県郡上八幡南西方地域に分布するジュラ紀層中に

は,数多くの黒地性岩体が存在し,海底地すベワ堆積物

が発達している.本報告では,これらに重点をおき,ジ

ュラ紀層の層序や堆積状況について述べた.それは以下

のようにまとめることができる.

(1〕黒地性岩体は,前期二畳紀後期から最前期ジュラ

紀に及ぶいろいろな時代のチャｰト･石灰岩･緑色岩類

からなり,長径が20m-7km(まれに15km)ある.

12〕海底地すべり堆積物は,礫構成や元の堆積構造の

保存状態によって,エンドオリストストロｰムいエン

ドオリストストロｰム皿｡アロオリストストロｰムの3

つのタイプに区分できる.

(3〕本地域の地層群は下部･中部･上部に区分でき

る.下部層にはエンドオリストストロｰム皿やアロオリ

ストストロｰムが多く,黒地性岩体はチャｰトのみから

なる小規模なものである.一方,中･上部層には,エン

ドオリストストロｰムIや正常堆積の黒色泥岩が多く,

黒地性岩体としてはチャｰト･石灰岩｡緑色岩類からな

る大規模なものが多い.特に,上部層には二畳紀の化石

を産するチャｰト･石灰岩を挟有する緑色岩類の黒地性

岩体が特徴的に含まれる.

(4〕中･上部層の黒地性岩体の多くは,周囲の泥質堆

積物とともに海底地すべりで移動して来たのではなく,

1つ1つ単独で移動｡堆積したと推定される.

15〕下部層は,美濃地域東部のアロオリストストロｰ

ム卓越層(KAN0.1979;狩野,1982)の最上部を占める

ものと考えられる.本地域の北方には黒地性岩体を含む

砂岩卓越層(脇田,1982;脇田･岡村,1982)が分布する

が,これは上部層の上位にくるものである.したがっ

て,本地域の中｡上部層は,層序的には下部層を含む下

位の.アロオリストストロｰム卓越層と,黒地性岩体を含

む上位の砂岩卓越層の間に位置する.また,中･上部層

は岩相においても両者の中間的性格をもっている.

16〕中部層には,一里保木オリストストロｰムを命名

した特異な堆積物がある.チャｰト礫を囲む優黒色泥岩

には陸源砕屑物が乏しい､

17〕黒地性岩体を構成する緑色岩類には,中生代のも

のと二畳紀のものがある.中生代の緑色岩類は合ケルス

ｰト閃石｡黒雲母アルカリ玄武岩で,二畳紀のものは含

単斜輝石玄武岩である.
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岐阜県郡上八幡南西方のジュラ紀層にみられる異地性岩体と海底地すべり堆積物（脇田浩二）

5．　ま　と　め

　岐阜県郡上八幡南西方地域に分布するジュラ紀層中に

は，数多くの異地性岩体が存在し，海底地すべη堆積物

が発達している．本報告では，これらに重点をおき，ジ

ュラ紀層の層序や堆積状況について述べた．それは以下

のようにまとめることができる．

　（11異地性岩体は，前期二畳紀後期から最前期ジュラ

紀に及ぶいろいろな時代のチャート・石灰岩・緑色岩類

からなり，長径が20m－7km（まれに15km）ある．

　（2）海底地すべり堆積物は，礫構成や元の堆積構造の

保存状態によって，エンドオリストストローム1・エン

ドオリストストローム豆・アロオリストストロームの3

つのタイプに区分できる．

　（3）本地域の地層群は下部・中部・上部に区分でき

る．下部層にはエンドオリストストローム夏やアロオリ

ストストロームが多く，異地性岩体はチャートのみから

なる小規模なものである．一方，中・上部層には，エン

ドオリストストローム1や正常堆積の黒色泥岩が多く，

異地性岩体としてはチャート・石灰岩・緑色岩類からな

る大規模なものが多い．特に，上部層には二畳紀の化石

を産するチャート・石灰岩を挟有する緑色岩類の異地性

岩体が特徴的に含まれる．

　（4）中・上部層の異地性岩体の多くは，周囲の泥質堆

積物とともに海底地すべりで移動して来たのではなく，

1つ1つ単独で移動・堆積したと推定される．

　（5）下部層は，美濃地域東部のアロオリストストロー

ム卓越層（KANo，1979；狩野，1982）の最上部を占める

ものと考えられる．本地域の北方には異地性岩体を含む

砂岩卓越層（脇田，1982三脇田・岡村，1982）が分布する

が，これは上部層の上位にくるものである．したがっ

て，本地域の中・上部層は，層序的には下部層を含む下

位のアロオリストストローム卓越層と，異地性岩体を含

む上位の砂岩卓越層の問に位置する．また，中・上部層

は岩相においても両者の中間的性格をもっている．

　（6）中部層には，一里保木オリストストロームを命名

した特異な堆積物がある．チャート礫を囲む優黒色泥岩

には陸源砕屑物が乏しい、

　（7）異地性岩体を構成する緑色岩類には，中生代のも

のと二畳紀のものがある．中生代の緑色岩類は含ケルス

ート閃石・黒雲母アルカリ玄武岩で，二畳紀のものは含

単斜輝石玄武岩である．
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(…1･b･･=0.1mm)

1〕〃"加ω吻例sp.

の吻･刎伽〃α(～)･p.

脇伽･σ榊θ･p.･£τ.伽鮒1

NAKAs弧｡andNIsHIMU趾

η5伽J06αゆθsp.A

珊伽･･勿妙･p.B

ηゴα∬oω刎ψθsp.C

H･蜘α伽(2)･p.

����物慧���獰��整�

助･ψα(2)･p.･fr.切｡伽

NA蛆sEK0andNIs回I岬趾

η伽リ･伽(～)･p.

ムク伽･砂･惚似舳･･ψα伽

NAKAsEK0andNIsHIMU趾

ム榊ゐ〃｡砂｡ηg妙グ〃ηα刎sp.

0ωψηo∂06θsp.

0"ψれ06066sp,

0αψ胞〃肋｡功乃〃rαsp.

砂｡勿g05α物閉α〃5(P)sp.

偉慴捉�

��吩

����

����

�㌨㈬�

�㌀

�㌀

��

��

�

��

(3,ユ)

���

���

���

���

���

イビ石の番号

�協�

�����

11一_7975_51

�����

�����

二F_7977-23

����㌀

二F_7970_58

���弴�

11一_7969_17

���㌩����㌀

���������

�㌀

��

��

�

��

���

���

���

(5,工)

���

���強�

���弱�

���弶�

���張�

亙_7975_66

サンプル番号

��

��

Gエ9]6

���

���

二1111/(地域外)

���

���

二1111/(地域外)

���

���

���

�〶㌀

���

Plate　IV

　　（scale　bar＝0．1mm）

1　Pαmh躍鉱ηz　sp．

2　　Dぎ6砂oηz奮76〃α（～）sp，

3　乃謝506α勿θsp．c£T46ω6∂67歪

　　　NAKASEKO　and　NISHIMURA

4　7｝蜘506α噸6sp．A

5　　7ケ宛5506α卿6sp。B

6　　7腕α∬06αηψ6sp．C

7　飾2：窺α漉α（～）sp．

8Nassellariagen．andsp．indet．A

9　　7㍗ψo吃ア6」勿（9）sp．c£　T．∫αψo廊6α

　　　　NAKへsEKoandNIsHI即鉱
10　　丑ψoり，oJ宛（P）sp．

ll肋hα卿・π紳7％n襯6・卿6伽

　　　　NAKAsEKo　and　NIsHIMuRA
12　　∠レ6hα60ψoη8ψ耀ηz6ηz　sp．

13　　0αψη04066sp。

14　　0砂η04066sp．

15　　0αψηz66hoψhαθ7αsp。

16　5φoη805碗ZJ7ηα」乞5（～）sp。

　　　　　化石の番号

（KWAT）　　（GST）

7－1　（3，8）　　F－7975－38

7－1　（5，1）　　F－7975－51

7－3　（2，6）　　F－7977－26

7－3（3，1）

7－3（2，3）

6－6（3，3）

6－6（5，8）

7－1（4，5）

6－5（1，7）

サンプル番号

G844

G844

G1916

］F－7977－31　　　G1916

F－7977－23　　G1916

1二llll二ll蹴／（地域外）

F－7975－45　　G1844

F－7969－17　　G1687

6－6（5，3）　F－7970－53

6－6　　（8，5）　　　F－7970－85

6－3（7，2）

6－5（1，1）

6－5（6，5）

6－1（5，1）

7－1（6，6）

F－7967－72

F－7969－11

F－7969－65

F－7965－51

F－7975－66

躍／（地域外）

G1674

G1687

G1687

G1063

G1844
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�慴敖

���敢�����

1仙｡切〃α〃θ〃αoψ伽αIs且IGA,KIT0andIM0To

2Wω"泌〃〃θ〃αsp.c£ハr.9rω6〃{J

TAKENA鮎andNAKAsEK0

3ハｰθoω〃α{〃3〃αsp.

4ハη30ω肋加〃θ〃αsp.c£亙.9りψω

�����慮���

5ル｡α妨α棚3〃αsp.A

161【o〃北α6α〃ωJ02ηま7あ05〃J

ORMIsT0N乱ndBABcocK

7万〇〃あ〃6刎〃ωsp.c£ガ.伽励〃603ω

���ぎ慮摂���

8月｡脇α6〃πω36万｡1α曲6㎜ORMIsT0NandBABcocK

9月｡〃6ω6α〃伽sp.a旺･万･5肋｡1側ガωJ

���ぎ慮�����

1O月｡〃肋6〃ωsp.A

��吩

���㌩

����

イビ石の番号

(GST)サンプル番号

���弸㍇��

F-7972-44〃

���������

���������

6-9(5,5)ト7973-55

6-8(8,1)ト7972-81

��㈬������

���������

���������

���������

Plate　V

　　　　　　　　（scalle　bar＝0．1mm）

1焼oα」傭Jlθ磁吻伽αIsHIGA，KIToandIMoTo

2　　ハ石60α」6αぎ〃61」αsp．c£ハ孔97α6露25

　　　　　　　　TAKENAKA　and　NAKAsEKo

3　　ハ彰oα」6漉JJ6JJαsp。

4漉oα1δ詔6〃αsp。c£瓦。9卯郷

　　　　　　　　ISHIGA，KITOandIMOTO

5　漉oαあ副」61」αsp。A

6　　FoJ露6％6％〃％5∂6ηケぎ605％5

　　　　　　　　0RMlsToN　and　BABGoGK

7　FoJあo麗6初JJz65sp．c£F。∂6アz≠7ぎ605z65

　　　　　　　　　0RMlsToN　and　BABGocK

8　FoJあ6麗6z6Jlz∬56holα5あ6z躍ORMIs望oN　and　BABcocK

9　FoJ露6麗6z6」伽5sp．aff・F・36holα5あ6ε65

　　　　　　　　　0RMlsToN　and　BABcoGK

10FoJJ加6％伽5sp。A

（KWAT）

6－9（8，3）

6－8　　（4，4）

6－9（3，6）

6－8　（6，1）

6－9（5，5）

6－8（8，1）

6－8（2，4）

6－8（7，4）

6－9（6，7）

6－8（3，6）

イヒ石の番号

　　　（GST）

　　F－7973－83

　　F－7972－44

F－7973－36

F－7972－61

F－7973－55

F－7972－81

F－7972－24

F－7972－74

F－7973－67

F－7972－36

サンプル番号

　　G1709

〃

〃

〃

Zノ

〃

〃

〃

〃

〃
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(sca1ebar=0.I㎜m)

月｡〃加〃6α〃〃Jsp.lB

月｡〃6刎6〃〃ωsp.C

月｡〃6ω伽〃ωsp.D

月｡峨伽ω〃〃5sp.

〃あα棚θ〃α13沁IsHIGA,KI↑oandIM0T0

〃あα棚θ〃〃θぬIsHIGA,KIT0andIM0T0

〃あ切〃θ〃αsp.Aa旺｡■.肋な

�����ち��ご　

〃ω棚3〃α肋〃9〃1"γむ

IsHIGA,KIT0andIM0↑o

〃ろα〃θ〃αsp.A

■〃〃〃θ〃ωsp.1B

戸〃功肋㈹肋J伽伽刎63

H0LDsw0RTHαndJ0NEs

��吩

��

��

��

��

��

��

��

���

���

(5ヨ3)

���

���

���

(3,3･)

����

��

��

��

イビ石の番号

(GSJ)サンブノレ番号

�������

コF_7972_34〃

���張㍇�　

�������

F_7973_46〃

F_7973_3斗〃

11一_7973_33a〃

F_797レ38G920

(1,3)ト7980-13G1671A

(7,4)F_7971_7斗G920

(3,3)五一7972-33G1709�

Plate　VI

イヒ石の番号

1
2
3
4
5
6
7

9
10

11

　　　　（scale　bar＝0．1mm）

　　FoJJ26麗o祝ll麗5sp．B

　　Fo〃露鉱6z61彪5sp．C

　　Fo〃勉6％」伽sp。D

　　FoJlゴ6％o鉱JJz65sp．

　　オ伽露181㍍」6傭ISHIGAりKITOandIMOTO

　　オ伽ぎ〃θ伽」θ跳IsHIGA，KIToandIMoTo

　　∠4」加∫IJ81」αsp．Aa琵．∠4。」伽3

　　　　　　　1sHIGA，KIToandIMoTo

8　　∠1あα露♂6JJα」7勿ng％1α7∫5

　　　　　　　1SHIGA，KITOandIMOTO

　　∠4」6認16伽sp．A

　　∠霊あαJIJ6JJαsp、B

　　Pα7⑳Jlゴ6π6配」％5吻5⑳7ηzお

　　　　　　　HOLDSWORTH　and　JONES

（KWAT）

6－8

6－8

6－7

6－8

6－9

6－9

6－9

（2，2）

（3，4）

（5，3）

（5，2）

（4，6）

（3，4）

（3，3a）

6－7（3，8）

7－6（1，3）

6－7（7，4）

6－8（3，3）

　　（GSJ）

F－7972－22

F－7972－34

F－7971－53

F－7972－52

F－7973－46

F－7973－34

サンプル番号

　　G1709

F－7973－33a

F－7971－38

F－7980－13

F－7971－74

F－7972－33

　〃

G920
G1709

〃

〃

〃

G920

G1671A

G920
G1709
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(…I･b硯･=O.1mm)

P蜘伽腕棚･〃α1･花g1…桃I･H･･A,K･･｡乱ndIM｡｡｡

P3伽6oα%α棚θ〃αsp.A

戸5吻以｡α〃αク〃ε〃〃sp.lB

乃ωゐ"ろα棚6〃αsp.C.

PJθ〃｡α必α棚3παsp.D

P5刎6oα〃αξ〃3〃αsp.E

戸〃｡η吻〃αsp,A

P〃｡脆α召〃αsp.R

助g･れ湖1ψ･肋(K･･･…dM…皿･)

助g･η肋"α伽肋(K･･･…dM…岨･)

��吩
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��

��

��
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���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

イビ石の番号

�半�

�����

�����

亙_7980-82

1F_7980-3斗

���弴�

���弴�

���弸�

�強�㌭�

二F_7981-21

���弱㌀

サンプル番号

���

���

���

���

��ぁ�

Plate　　VII

　1

2
3
4
　5

6
7
8
9
10

　　　　　　（scale　b批r＝0。1mm）

P5副oα」伽〃6伽JoπgJ607廊ISHIGA，KITOandIMOTO

P56掘oα」6読161」αsp。A

P58％40α16漉IJ611αsp』B

P56％ゐαあ漉〃6Jlごz　sp・C．

P56π孤oα」6α〃1611αsp．D

P5側40α」6漉ll6JJαsp。E

Pα70襯θ〃αsp，A

Pα70ηα811αsp．B

彫goη4016伽po吻α（KozuR　and　MosTLER）

助9・n4・」61」妙・5伽（KozuRandMosTLER）

（KWAT）

7＿6

6－8

7－6

7－6

7－6

7－6

6－9

6－9

7－7

7－7

（3，5）

（5，5）

（8，2）

（3，4）

（4，8）

（4，2）

（8β）

（8，6）

（2，1）

（1，3）

イヒ石の番号

　　（GSJ）

F－7980－35

F－7972－55

F－7980－82

F－7980－34

F－7980－48

F－7980－42

F－7973－88

F－7973－86

F－7981－21

F－7981－13

サンプル番号

　G1671A

　G1709

　G1671A

〃

〃

　〃

G1709

　〃

G1900A

〃
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